
東南アジア諸国等人口･開発

基礎調査報告書

一一一-中華人民共和国 I

1989年 2日

財川法人 アジア人lI･開発協会

(APDA)









東南アジア諸国等人口｡開発

基礎調査報告書

中華人民共和国

1989年 2月

財団法人 アジア人口｡開発協会

(APDA)





班 :国家計画生育委員会>

調査内容協議左から
宣伝教育司副司長沈国祥

外事局副局長董玉昌氏 <於 :国家

計画生育委員全き3楓雲大臣に調査報

告左から黒田俊夫団長

影楓雲大臣

西川由比子団員<於 ,四川省計画生育委員会

左から四川省計

画生育委員会翻訳
係楊環艶氏成
都市計画生育委員会副

主任周平氏四川省計
画生育委員会副主任謝明通氏



サービスステーション

避妊用晶の管理状況左 .主任巌崇英医師 <成都市西城

区世帯訪問調査8世帯
同居の四台暁前庭にてインタビュ



は じ め に

本報告書は.財団法人7i,ア人口･開発協会机 昭和63年度厚生省･社団法人国際厚生事

業団委託事業 ｢東南アシア諸国等人口･開発基礎調査｣を受託し,中華人民共和国で実施し

たものであるo調査及び取りまとめ等については,本協会内に設置した国内検討委員会 (主

査黒田俊夫 日本大学人口研究所名誉所長)委員を中心に行ったO

調査の目的は,｢東南アジア諸国等における人口問題等に対する対策が 卜分な成果をあげ

うるためには,それぞれの国の人口増加,疾病と死亡一人口再生産,人口分布と国内移動等

の人口動態並びに,家族構成,年齢構造等を含む人rj構造の静態を詳細に把握し,これが各

国の生活 ･福祉及び保健医療に与える影響.相互の関係等について,検討を進めることが必

要である｡ このため,東南アジア諸国等の人口動態の詳細な動向,生活･福祉及び保健医療

の現状等について調査分折を行い,アジア諸国の人Uと開発問題の解決に寄与することを目

的とする｣ことにある｡

調査に当たり現地では,彰楓雲国家計画生育委員会大臣此ひに在中国日本大使軌 足利聖

治一等書記官に計画全体にわたるこ指導 ･こ協力を,また,四川省計画生育委員会,成都市

計画生育委員会に調査中乙同行,こ協力いただいた｡

国内では,厚生省大臣官房政策課並びに外預省経済協力局政策課関係各位に調査実施にあ

たりこ指導 ･こ便宜をいただいた｡

ここに深甚なる謝意を表する次第である｡

この報告書が今後中華人民共和国の人口と開発プロクラムと日本政府の有効な協力の進展

に役立つことを願うものであるD

flLIJ,本報告書は本協会の責任において作成したものであり,厚生省あるいは日本国政府の

見解や政策を反映するものではないことを付記したい｡

1989年 2月

財団法人 アソア人口･開発協会

理事長 田 中 龍 夫





目 次

第 1章 総括 一 人口転換の牽引車 ･四川省

第2章 中国人ロの概況

1 地区別人口の概/兄

2 出生率と死亡率の水準

3 都市･農村別人Lj

4 都市化と人口移動

第 3章 四川省における社会経済的背景と計画生育

2 社会経済構造

Ll)範市内住民に対する計両生育行政

12l蘇市近郊農村住民に対する計画生育行政

13)紘農村住民に対する計丙生育行政

(21人口動態の変化

5 引画生育政策の実状

ll)計画生育政策の特徴

12)計画生育に従事するマンパワ

(31希望子供数と計画改再政策に対する意見

第4章 四川省における保健医療政策と実施のプロセス

1 保健医療政策

5

5

7

nU

5

11

-･l

1

2

∩′り



2 母子保健政策 予防と治療の実状

(1)田子喋鍵の対象人u

121碍7-倍倖阪癖穐構

13) 局+何倍の病気予防と治療

仰 乳幼児に関する保揺･街/i

3 末端保健医療の実態と課題

u ｢はだしの医者｣

(2)計両生背と街仕出の役割'JrLFl

第5章 家族の変容 と尉 建 ･医療 ･生活設計に与える影韓

(21 家族の変化と計画生育

2 郊外Ⅸ (五塊石村)

(I)a,市化と移致人u

12)計画生育の実状

3 農村部 :成都市刊;県花園鎖)

12)計遡牡育･母子伴健の実状

(3) 万J己戸の形成と計画生丙

u)体系的コミュニティ を構攻する国営企業 円川第一的UJ綴糾染蔽 -

i21計両生符

(3) 企業コミュニティ の同罪

第6章 国際協力の可能性

5

6

6

7

7

7

8

8

9

9

9

I

Jり.

4

4

.4

.

4

4

.q

4

4

4

･.q

5

53

53

53

54

57

57

61

61

62

62

63

64

66

66

67

68

71



第7章 調査団メンバーおよび日程

第8章 参考資料

四川省計画出産条例

･1

2

4

6

8

8

8

8





第 1章 総 括

- 入日転換の牽引車 ｡四川省-

人口1億以上の国はパキスタンを含めて9ヶ国しかない｡人口の大きさからみれは,中国

の lつの省にすぎない四川省の人口は1倍を越えており,世界で10番目の地域であるo

中国は著しくおくれた経済的,社会的開発条件の中でめさましい人口転換をなしとげ,哩

論的にも政策論としても異例的なものとして世界の関心を高めている.

このような中国の歴史的大実験の中で,人口転換の牽引車的役割を果たしているのか矧 日

省と江蘇省であるo

私共の今回の調査研究は, このような注目すべき意義をもっている四川省の人口動態の動

向と政策の実態､とくに家族計軌 公衆衛生の側面に重点をおいて分析すると共に問題点を

明らかにすることを目的としたoまた, このような研究の一端として,四川省計画生育委員

会の積極的な協力の Fにアンケート調査をも実施することができ,本研究に大きな城巣をも

たらすことができた｡

四朴省の経済的,社会的開発は著しくおくれている｡工業化の水準を第1次産業就業人口

比率でみると矧El省は74%(1982)であって,あさらかに農業,農村地域である｡都市化の

水準を都市人口比率 (市,鎮人口の全人口に占める割合)はわずかに143%であって,全国

人口の都市化率20.6%と比較しても著しく低い｡教育,文化水準指標として文盲率 (12歳以

上人口の巾で文盲と半文盲が占める割合)をみると,四川省は32%で,全国水準に等しいo

死亡率の水準の差は比較的′トさいので,出生率のみについて,四川省よりはるかに高度な

経済的.社会的発展を示している遼寧省一吉林省と比重交してみると表1の如くであるO

四川省の出生率は1980年には上海市の1257に次いで全国で第2位の低水準を示した｡1985

年では遼寧.吉林省に比較して若F高くなっているが,全国水準よりはるかに低い｡第1次

産業人口が圧倒的に多く.都市化率も著しく低く,かつ文盲率が遼寧省や吉林省に比較して
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はるかに高いことを考慮すると,四川省の低い出生率は強力にして効果的な省政府の家族計

画プロクラムの影響によるものと考えさるをえないOフリードマン教授たちはより詳細な分

析によって,四川省の出生率低下の大部分が "異常に強力な家族計画プロクラムによるもの

であり-p ≠おそらく歴史上先例のないものであろうNと結論している.1)

蓑l 出生力転換と近代化の比較一日川省･江蘇省対遼寧省･吉枯省



きわめて有桟的な統合こそ.四川省言楠 生育成功のカギである｡経済的,社会的分野におけ

る世代化のおくれの克服に努力しながら,人口転換を実現しっつある中国の画期的な実験の

牽引車の役割を果たしてきたのがmJll省であり,江蘇省であったといえるであろうO

(注)

1)RomlldFICCLimとIn.XlaSZhellYu,LIBohua.and Wllllam ft Lavely EducatlOrl

andFet､tllltylnrrWOClllneSeProl･=-ces 1967 1970to 1979 1982rAs-a PocLfZc

PopulcztLO,iJoELrnOl,V()i 3,N()1.19883.pp3 30および同じ著者たちによるLocal

AreaVarlat10nSln Rep10ductl､,eBellaVIOl･ln thePeople'sRepublicOfChlna-

1973 1982.PopILloILOnStudles-A JoZmlnl0/Demography.vol.42.No1,March

i988.pp39 57fiお.中国国家統計局のShen Ylmlll(沈益民)の次の論文も有益である｡

Selected FlndlllgSfrom RecentFcttHlty Su-veyslnThleelicg10IISOfChlna.

ITZter'laELOnalFonuLy Pll'JけIZT7g PeTSPeCltues, vo1 13.No3.Septembel､1987.

pl)80 85

2)文吉･半文告は文字が読めないか,あるいは読める字が1.500字以下の者.通俗的な読物,新聞を読

めない者,簡単fi文章や手紙が書けない者をいうO
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第2章 中国人口の概況

1 地区別人口の概況

中国の人口は1986年末に10倍6,000万人 1987年末にはさらに2,000万人増加し,10億筏000

万人に逢したO

中国の国土は広く,各地の自然地坪条件は多様であるため,地区別の人口分布は一様では

ないO-殻に人口と経済の分布は ｢東密西稀｣といわれるように,人口の91%が東部の農耕

地静こ集中しており,西部の7行政区 (切札 青海.雲南の3省,内蒙古,寧夏回鼠 新顔

ウイグル,チヘ ットの4自治区)は国土総面積の59%を占めるが,総人口の9%のみしか居

住していず,人口密度は低い (衰1)｡この地域は主として砂漠,高原地帯であり,少数民族

の主な居住区である｡一方,中国の内なる ｢南北問題｣は,地理的に東西問題であり,経済

の地域格差はきわめて大きい｡l人当たり国民所得は,1985年に全国が741元に対し上海が最

高で3,367元,一方最低は貴州で363元,両地区の格差は9倍にのはるo

中国の29省･市･自治区 (1988年より海南島が省に昇格し,現在の行政地区数は30である)

の人口について.人口階級別にみると,1億人以上は四川の i地区で,5千万-1億人未満

加河北,江蘇,安徴,山東,河南.湖南,広東の7地区,1千万-5千万人未満が山西,内

蒙古 遼寧,吉楓 黒龍江.上海,斬LIJl福建,江西,湖北,広西,貴札 雲嵐 狭軌 甘

東と新顔の16地区,そしてl千万人未満が北京,天敵 チベット,青嵐 寧夏の5地区に分

打られ,最小203万人から最大1億人まで人口規模の地区格差は大きい｡

中国の人口密度は,1986年に1平方キロメートル当たり109人で 日本の人口密度の約3分

-15



表 1 中国の行政地区別人口,1986年
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の 1の水準である.29地佐別に人口密度をみると上海が最高 (1987人)で,東京(1985年5,471

人)の約3分の 1を示すほか,天津 (725人),江蘇 (611人),北京 (580人).山東 (507人)

がいずれも全国の5倍以上の高さを示しているO-一九 チヘット(2人),青海 (6人), 節

頑 (9人)はきわめて低い人口密度を有している0

1953年以降の行政地区別人口比垂の推移を見ると,北京,天津,内蒙古,果龍江と新顔で

その比重は次第に増大しており,河北,江蘇.安徴,山東,四川で比重が縮小している｡人

口比垂が増大している地区の1953-86年間の年平均増加率は,表1には示していないが,3

%以上に連しているO

最近の人口増加の傾向を見ると,1986年の全国人口が1980年を100として107を示している

(表1)｡地区別人口で全国より高い増加指数を示したのは,北免 天津,河北,内蒙古 福

逮,湖敢 広東,広西,貴札 雲南,チヘ ット,甘j乳 青嵐 寧夏,新鎧の14地区で,残り

の15地区は全国と同水準か低い指数であった｡

中国の男女別人口を女子100人当たりの男子の数(性比)によって見ると,lq粥年には,107

であり,女子よりも男子のほうが多いことが知られる｡先進国の性比が一般に100を割ってい

るのに対し,中国の高い性比は,低い医療水準や男尊女卑を背景とした女児に対するケア-

の差別などが要因として考えられる｡

表1より行政地区別に性比を見ると,チベットを除く28の地区で,男子の数が女子の数を

上回っているOとくに高い性比を示した地区は,山西 (ilo),内蒙古 (109),湖南 (log),

隣西 (109)の4地区である｡逆に比較的低い性比の地区は‥L海(lot),北京 (104),天津
(104),江蘇 (104),LLf東 (104)と雲南 (103)の6地区である｡図1は,年齢別性比を示

したものである｡これによると.1953年,64年,82年ともに50歳代までほ男が女の数を上回

り,60歳代以後初めて女か男の数を上回っていることがわかる｡

2 出生率と死亡率の水準

中国は建国前までは長期にわたる高出生,高死亡を維持してきたが,建国後1970年に至る

20年間に自然災害の時期を除いて,粗出生率は人口千人当たり35程度の高水準のまま,粗死亡

率は同20から7.6へ着実に低下したため,人口は爆発的な増加を示した｡しかしながら,1971

年以降計画出産 (1971年).晩婚･林産 (出生間隔を4年)･少産 (いずれも1973年)が提唱

され,さらに,1979年には一人っ子政策が導入され,これら一連の人口抑制政策が実を結び,

- 17-



図1 中国の年齢別性比 11953-1982年-
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(資料)蓑2と同じ
｡

出生率は逐次低下した
o
その結果自然増加率は
,
1980年に12の水準にまで低下した(表2)0

1985年まで低下傾向にあった出生率は,
1986年に208へ上昇した｡この
出生率の反騰現象は
,

主として1960年代のヘビーブーム世代が結婚･出産期への突入という年齢構成の変化による

ものであるが
.
1984年の一人っ子政策の緩和による農村の第二子及び第三子以上の出産の増

初
,
少数民族の人口増恥農村から都市への人口移動の激化に伴ない,
出産管理の不徹底に

よる計画外出産の増加などが要 因として考えられている
｡19
88年2月に
.
中国の国家計画生

育委員会は
,
国民の計画出産に契約責任制度を導入し
.
さらに厳しい出産管理を行うことを

発表している｡

全国の人口動態の推移に対し
,
地区別の人u動態はどのような変化を示したであろうか｡

衰2は1957年から1986年に至る特定年について
,
地区別の出生率
,
死亡率と自然増加率を示

している
O
まず出生率をみると
,
1965年には
,
北京
,
上海を除きすへての地区で32以上の高

い水準を示している
｡29
地区中出生率が最低の上海(17
.
0)と最高の貴州(50
.
0)との間に

約3倍の格差がみられる｡1980
年には
,
出生率は各地区で1965年水準より50%以上の低下を

示しており
,
地区間の格差も縮小している｡

とりわけ1965年に出生率水準が高い地区ほど,

1980年の 出
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のきさしが見られる｡

建国1乳 死亡率は各地区で自然災害による一時的で激しい反騰を除けば着実に低下傾向を

たとった｡1957年に各地区の死亡率は.最低の上海 (6.06)と最高の雲繭 (1600)との間に

分布していたが,1985年には最低の寧夏 (377)と最高のチベット (10.13)との格差は縮′ト

している｡高齢化が進む上海はわずかながら死亡率は上昇傾向にある0

自然増加率は1965年には高出生と低死亡により各地区で人口千人当たり20を超えており,

最低の上海 (ll30)と最高の青海 (39.60)との間に3倍以上の格差がみられる｡1985年に

紘,前述の出生率低下により-自然増加率も低下し,最低の江蘇(497)と最高の広西(1441)

との格差も縮′トしているO1986年より出4:.率反騰をうけて,自然増加率も多くの地区で再び

上昇しているが,人目千人当たり20を超える地区は少ないと思われる｡

出生力と死亡力の実質的な水準は.表3に示されるO前述の紬出生率と粗死亡率の地域格

差は1980年以降縮小しているが,1981年の合計特殊出生率と平均寿命の各々の地域格差は著

しいことが認められる｡すなわち,合計特殊出生率は,最低の上海 (1,336)と最高の貴州

(4,532)との間には32人の差がみられる｡また平均寿命は,男が最長の上海の70.56年.義

短の新責の5954年とは11年の息 女が最長の上海の75.20年,最短の新藤の6028年とは約15

年の差がみられる.このように他区間の出生と死亡水準の格差は歴然としている.出生水準

が高い矧茎は,西部の広軌 貴紙 雲嵐 青海一事夏,節頑の少数民族の地区に集中してお

り,一方これらの地区の死亡水準は低いことが知られるO

3 都市 ･農村別人口

中国における都市は ｢城｣と｢鎮｣の2つのタイプが存在する｡建国前には前者 (城市)

は城壁で囲まれた政治都市であり,後者 (集鎮)は城廓を持たぬ商業都市であったO鋲は都

市としての規模は小さいが,そこでは定期市が開かれ,物資の集散市場として経済的に重要

な機能を持っていた (越沢明 ｢植民地満州の都市計画｣)O

建国後 ｢城市｣と ｢鎮｣はそれぞれ地方制度の上で市制,鎮制を施行している都市をさし

ており,その総称として城鏡が使用される｡菓鏡に対しては,鎮制を施行していないものを

含めて,｢小城鎮｣という用語を慣用的に使用していることが多い (越沢明 ｢琴打て中国の郡

市制度と郡市成長 (Ⅰ)｣,アジア経済VDI21,No1)0

中国では1955年に統計上の都市,農村の定義が決定され,以後1963年と1984年の2回改定
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表3 合計特殊出生率と平均寿命,1981年

合計特殊出生率 平均寿命(年)1981年

i98輝 男 一 女

全 国市 1.499 68

95 72.53鎮L目 69

48 73.35北 京 21857 65418 7059
68.3852 73.Li9天 津 1350 6995 71.99

河 北 2661 6917 71
.96山 西 2817 6666 69.02

内 蒙 古 3211220

2 6603 67.90遼 寧

052 6966 71.95吉 林 950 6.33 69.79
異 能 江 669 6.39 6

9.32上 海 336 70
56 75.20江 東 879 6
41 71.64新 江 .24

6 679 71.26安 教 .379 6.64 70.83
福 建 636 6632 70.82
江 西 .872 674 67.4

2山 東 079 66
1 71.55河 南 .400 6.93 71.51

湖 北湖 南広 東広 西

四



されている｡各期における都敢 農村の定義を簡単に図示すると次のようになる｡

図2 都市.農村の定義

(17都市･農村区分基準に関する国務院の規定.1955年11月7日

城鎮

城市 中央直轄札 省直轄市

人目2万人以上の集落

集鎮･ 人口2.000-2万人で非農業人目が50%以Lの集落

郷村 (農村) 城鎮以外の集T'6

(2)屯 鋲の設置を謂軽し.城市郊【式を緒′トする中共中丸 国務院の指示,1963年12月7日

集積の定義のみItl55年規定を改定｡

集鎮 人目3.000-2万人で非農業人口が75%以上の集落

(3)鎖の設置を調整する民政部の報告.1984年10月9日集鏡の定義のみ1963年規定を改定｡

集鎮 ①県レヘルの地方国家機関の所在地｡

㊥人口2万人以下の郷で郷政肘所在札 非農業人口2,000人以上｡

㊥人口2万人以上の郷で郷政府所在地,非農業人口10%以上｡

④少数民族地区.人目稀薄な辺境地区,iLF区,小規模の工鉱業地裳,小港湾地区.観光地

なとで非農業人口が2.000人以下でも必要に応じ鋲とするO

(出所)表2と同じ

図2で示したように中国では都市人口の定義に｢非農業人口｣の規模が重要な意味を持っ

ている｡｢非農業人口｣は,農業生産 (農業,林業,故菖業,副業,漁業)に従事していな

い人口であるとともに,商品作物を食へる人口でもある｡中国は,他の社会主義国同様供給

が需要に追いつかないいわゆる ｢不足経済｣の状態が過去長期間にわたり存在したため,負

糧,油,布,工業製品 (自転車)等重要な物資に配給券を配布していたO現在では多くの品

物が自由化されているが,食糧,油,豚肉の配給券はなお使用されているo｢非農業人口｣

は戸籍登録上明記され,食糧等の配給券を受けることができるが,｢農業人口｣はその権利

がないoLたがって農村から糾市への移動が正式に認められた者は,戸籍を移 し-妖言妻上

｢農業人口｣から ｢非農業人口｣に変更するoLかし,1976年以後都市郊外区に農業が発展

し,また本来農村区域も行政区画の改定により市城に編入される等の事情により,離市人口

の中にも ｢農業人口｣が存在する (表5)oLたがって中国の統計では,都市人口中,非農業

人口も別計されている｡また都市人口は,市区,郊区別人口に分けて集計されており,郊区

の農業人口比垂は 一般に比較的高い0

-万,郷村 (農村)にも,郷政府の織員や教師等のような ｢非農業人口｣は存在する0
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表4 都市 ･農村別人ロ
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蓑5 全国城市数,人口裁
く市直轄県を含まない)

年 戸数 人口致 そ の う ち市
数 (万戸) (万人) 非農業人口(万人

) %1953
1954
l955
1956
1957
1958
1959
1960
1961
ー96
21963
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1965
1966
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4 都市化と人口移動

建国後中国の人口都市化は,厳格な戸籍管呼と農村から都市への人口移動規制や文化大革

命による政治経済的な混乱により,その進展は一様ではない｡建国後10年は,国民経済回復

をE]指した垂工業化政策の下で,都市化が急速に進行したoLかしその後は大躍進による経

済建設の失敗と自然災害により農業生産量は低下し.従業員の大量毛理を行なう等,都市人

目を圧縮したOそして前述の都市の行政区画の改訂を1963年に行ったのであるoその結果,

市教は1961年の208から63年には179に減少し,都市人口も1億2.707万人からi軌 ,646万人

へ1,061万人減少したOさらに1966-76年の文化大革命の期間には,都市 r業やその他の建設

が停軌 縮小し-学生や幹部の農村下故により,郡市化はほとんと進展しなかったO文革終

了後農村から大屋の青年が都市に戻り,1979年以降経済改革の実施とともに,郡市化が急速

に進行しているo農村の商品経済と郷鎮工業の発展により小城鏡の都市農村経済の交流と発

展に果たす役割が増大し.前述の1984年の都市地域の改定をみたのである｡その結鼠 都市化

率は1983年の235%から84年に319乳 85年に366%,86年には41.4%へ2倍以上に上昇し

た ｡

中国の現行の人口移動政策は.農村から大都市への移動は厳しく規制し,農村から小城鏡

への移動は,農村の余剰労働力と流動人口 (戸籍を移さず戸籍地外に居住する者)の戸籍問

題を解決するため.1984年に許可した｡集鏡で雇用が保障された農民とその家族は,公安局

で常住戸籍が与えられ (多くは統計上 ｢非農業人口｣となる),食糧局から食糧配給証明書を

もらい,地方政府から住宅の提供を受けるD農村間の移動は自由であるo

当面特大郡市 (人口100万人以上)と大都市 (50-100万人)での流動人口の増大とその人

口管理が重要問題となっている.大都市への人口移動が厳しいため,戸籍を移さず都77]'に数

ヶ月以上定住し,建設やサーヒス部門に多く就業する省が増加している｡そのうち臨時戸籍

が与えられ,｢常住人口｣として統計 ヒ分頓される者は北京市では1986年に61万人おり,常

住人口971万人に対し63%にあたる｡しかし暫住人口として登録せず,旅館や建設現場等で

居住する者も多く,その人日数は不定で,計画出産管理の面でも問題が多い｡北京市の調査

によると1987年の全市の流動人口数は110万人,常住人口の12%と推計されている｡流動人口

の急速な増加は,住宅.交通等さまさまな繭で郡市に負担を増大させ,早急で抜本的な対

策が待たれている｡
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第 3章 四川省における社会経済的
背景と計画生育

1 自然条件

矧 EF省は,地理的に中国南西部に位置し,総面積が約57万kl月あって,中国全土の約6%を占

める(百本の約1.5倍)oこのうち,高山地帯か50%と半分を占め,残りは,高原地第29%,丘

陵部分29%,平野部2%となっているo高山地帯には6,00Dlrl紐以上のLl】も多く,高原地帯の

大部分は4,000mの標高にある｡これらの数字からもわかるように,四川省は,広大なチヘット

高原の東縁部からなっており-そのほとんどは高山･高原地帯で,したがって,可耕地は少

なく,全省のわずか13%しかない｡可耕地の中心部分である匹日日盆地は,約10万kT斤あり,周

囲を海抜1-000-2,000mのLLHこ囲まれ,棟高約500m前後の平野からなる｡気候的には,温帯

モンスーン気候を主として,大陸性気候および高山牲気候がこれに加わる｡したがって,四

川省内の地域による気候の差は非常に大きい｡

このような自然条件において,四川省の人口分布状況は非常に片寄っており,省総人口1

億人のうち70%が矧日盆地に集中している｡ このため,四川省全体の人口密度は176人/hiで

あるが,四川盆地の人口密度は700人/kdと高くなる (中国平均は107人/k¶弓,いずれも1985

年)O省人口の96%は漢民族で,少数民族は4%に満たない｡少数民族は約370万人おり,52の

民族からなるが,そのうち最大少数民族はイ族の153万人で,チベット族の92万人.トゥチャ

族60万人,ミャオ族35プラ人がこれに次くo この4つの民族を合計すると,省内少数民族の93

%を占める.少数民族の多くは.省内においてそれぞれ自治州や自治地区を構成して居住し

ており,家族言i画政策 (計画生育政策)においても特別な政策がとられている｡
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表l 気候姦件比較表

(1951-80年平均値)

＼華市名 降水量 (Tn

)月＼ 舷郁可 長春可 東甜 成軒可 長春
可 東京都1月 5

,9 3.5 542月

10.9 4.6 633月 21_4 9,1 102

4月

5月

6月

7月8月

9月lo員

11月 18.4 11,5 9312月 5

.8 4.4 56全年

(出所)中国統計年鑑柑87,El本統計年鑑19842 社会経済構造

前述の通り,矧畔古は地理的に特徴のある省であり, このため,古くには人の往来の困難

fj:地域とされたoたとえば,唐代詩人の り＼李白は ｢覇道乏難難干上青天｣と吟じ,成都へ

の道は天に登るほど困難であると語っているoLかし,一方で,琴の国は ｢天府之国｣と言われるように-四川盆地はr!1-釆豊かな

地域で,飢餓に見舞われることがなく,他地域への食糧庫の役割も果たしてきたと言われる｡

このように.地理的に不便な地でありながら,農業の豊かな地であると言う地域の特性は

,現在も基本的に変わりはない｡もちろん,革命後の経済発展は著しいものがあり,様々なイ

ンフラストラクチュアの整備も目を見張るものがあるoそのような条件を前提としながらも

,四川省の経済構造を見ると,中国全体の経済構造と比較して,農業部門の比重が大きい構造

となっている｡第2表は四川省国民収入 (所得)の産業別構成で



表2 四川省国民収入構成

よで竺 農 薬 工 業 建設業 運輸業 商
業 合 計四川省市場価

格 (偉元)構 成 比 (形)他 省 構 成 比 較

北 読 市 (%)

吉 林 省 (%)

広 東 省 (%)全 国 (%)

(出所)中国統計年鑑1987蓑3 産業別就業人口 (社会労

働者)構成比穀 (1986年末現在)+ I 合 計 農林漁業 工 業 建設業 運 輸通信業 商 業金融業

公 務

サービス莱 そ の 他四 川 省

吉 林 省

広 東 省

全 国構 成 比 (形)四 川 省

吉 林 省



人口 (中国定義 .社会労働者)構成を示したもので,それぞれについて,他省のチークを参

考として記しておいた｡

まず,国民収入では,1985年において農業部門が45%を占め,次いで工業部門36%となっ

ているoこれに対して,商業部門が96%ときわめて低く,サーヒス業の項目が撫いo社会主

義経済ではサーヒスほ付加価値を生じないものと考えられるためであろう｡この点で,国民

所得の計算力法において資本主義経済と大きな違いがあるO国民収入の産業別構成を他の省

と比較すると,都市部が圧倒的に多い北京市の構成は別としても,吉林省では,工業部門が

49%を占め,農業は33%で.農 ･r_比重が四川省と反対になっている｡もう1つの比較テ一

夕である広東省を見ると,農業38%,工業35%で,農 .工比重がほほ等しくなっており,四

川省と吉林省との中間的構成となっている｡また,全国的に見ても,四川省の農業部門は割

合が高い｡

次に,就業人口の産業別構成を見ると,四川省の農業国的性格がもっとはっきり表れる｡

すなわち,74%の農業就業人口を抱えており.これは吉林省の46%はもとより,広東省の58

%,全国の61%よりも格段に高い農業人口比率となっている｡このため,他産業の就業人口

比率が工業11%,商業4%といったように非常に小さくなっているo

これらのことは.人口問題を考えるとき.重要な条件として考えておく必要があり,都市

的性格の少ない.農村的性格の掛 ､四川省の人口動向を位置つけることが必要である｡

3 行政組織

四川省の行政組織は,中国の地方自治体における省以下各段階 (級)の行政組織と変わり

はなく,憲法に定められた地方自治体組紋をなしている (この点,昭和62年度 ｢東南アジア

諸国等人tj･開発基礎調査報告書 中華人民共和国 - ｣54-55氏を参照されたい)｡ し

たがって, ここでは一般的行政粗雑の説明は省略し.代わって,計画生育 (家族計画のこと

だが,日本の概念より若干範囲が広い｡以下,計画生育の用語を用いる)政策の,四川省で

の調査封印こ即した形で,異体的な計画生育行政の組織を紹介することとするo

今回の四川省の調査では,①都市内住民,㊥郁市近郊農村住民,㊥純農村部住民,および

④国営企業従業員について計画生育の実態調査を行った｡しかし,④の国営企業従業員は通

常地方自治体の計画生育行政とは異なった行政体制がとられているため,別途,論じること

とし. ここでは,ヒ記①,㊨,㊥について説明する (衰4参照)0
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表4 四川省計画生育行政事例

四 川 省 (4市.11地区,3自治州)

省 級 組 織

市.地区.州級租柏

区,ilyと級組孤

173指等センター

街道.郷,鋲級組織

1,780サービス･ステ- ション

末 端 組 織

四川省計画生両委員会

四川省計画生育科学技術研究所

四川省計画生育委員会幹郡学校

戒都計画生育 Tl_伝教育サブ･センタ-

成老荘市 (5区,12Ll.I;)

成都市計画生野委員会

西城区 (城区)

L文計画生育委員会

サービス ･センター

乗員所

技術指導センタ-

斌陛街道曙区

街道計画生笥委員会

サ-ビス ･ステ-ション (服務立占)

技術指導ステーション (指導史占)

適恵門街

1乱密門街居民委員会

居民委員会計画生育委員会

24番地

24番地居民小組

居民小総計画生野怒伝瓜

金串区 (郊区)

区計画生育海員会

サービス ･センタ-

菜貝所

技術指導センター

洞子口郷

郷計画生脅委員会

サ-ビス ･ステーション (服務史占)

技術相甥〔室

五塊石村

村計画生育委員会

5租

5組村民/ト組

小組計画生育71:伝員

温江地区

温江地区計画生両委員全

判川 L

L111-汁画生育苓民会
サービス ･センター

三匹貝所

技術指導センター

花園顕 (16村106粗)

鎚計画生荷重員金

紋計画生背弁公重

鎮計画生育7L;伝技術服務姑

同番村

村計画生背措辞員

4組

4冷点村民小組

中絶計画生育貰伝艮

(注)温江地区は1988年現在成郡市に合併されている｡



(1) 都市内住民に対する計画生育行政

まず,都市内住民の挙例は,成都市西城区斌性街道轄区適意門街24番地の住民の場合であ

る.成都市は,四川省内にある4市,11地区.3自治州の計18の市･地区級地方自治体の市

(省轄市)で,円朴省の省都であるO成都市は5区12県からなり,このうちの5区は2つの

市街区 (城【東)と3つの郊外区 (郊区)とからなる｡事例の24番地住民の場合,成都市言1画

生育委員会の下にある西城〆計画生育委員会の管轄にあった｡その下に,斌隙街道轄区街道

計画生育委員会があり,さらにその下に適意門街居民委員会引画生育委員会があるOただし,

街道計画生育委員会までの職員は専任の正規械員であるが,居民委員会計画生育委員会の従

事者は兼業職員で,他に正規の職業を持った人であるO計画生育行政の最末端組鰍ま,24番

地居民小紙計雨宣伝員である｡この宣伝員は,通常,居住住宅の有力婦人で大姐と呼ばれる

人がfFI_当省となっており.同じ住宅の居住者が遠出したボランティア的地位の宣伝員であるO

多くの場合,&.fi女連合会の会員がなっている｡

このような組織系統によって-都市内計画生育行政が実施されるが,このうち,居民委員

会計画生育委員会が末端組綿の要となっている｡すなわち,管轄区域内住民の言i画生育実行

上のあらゆる情報を把握するとともに,街道サーヒス･ステーションや技術指導ステ-ソヨ

ンから配布された文書や避妊薬崇等の管理,保管を行い,住民の相談にのったり,異体的な

指示や助言を行う｡

(2)都市近郊農村住民に対する計画生育行政

近郊農村住民の事例は,成都市金牛区洞子口郷五塊石村5組の住民の場合である｡金牛区

紘,成都TlJ-の3つの郊区のlつであり,都心の東城区と西城区を環状にぐるっと囲む行政区

域を為している｡区内には市街地と農地とが混在しており,都市化の進展とともに農地が減

少しているO金牛区洞子口郷は郷･鎮級地方自治体で,人民議会および人民政府を持つD郷

計画生育委員会があり,サ-ビス･ステーソ//および技術指導室を持つ｡五塊石村には,

村計画生育委員会があり.専任の幹部織貝がいる｡左塊石村は総人ul.120人 403世滞あり,

5組に分かれている｡各組に1人の計画生育宣伝員がおかれ,計画生育,母子抹健,精神文

明建設の3つの役割を担当している｡どの宣伝員も主な仕事は農業であるが,このように末

端行政のいくつかを兼任しているo

五塊石村計画生育行政では,村内に夫隙に居任し,世帯を持っている人でも､国営企業や.

その他の都市内企業,事業所に勤務している人は対象から除かれるO これらの都市への通勤
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者は,村の住民登録からも除かれており,勤務先企業に住民登録され,そこの計画生育行政

の対象人口とされている.瓦塊石村では,そのような通勤人口 (工幹人口)が,403世帯のう

ちの40%の世静こおよんでいるO このことが,村登録人口の性比にも現れており,村の人口

は女性700人に対して,男性は400人でしかIj:いo中国の行政組織では,国民を居住地で把握

管理する方式と勤務先事業所で把握管理する方式の2本立行政になっていることがわかる｡

日本の場合と大きく異なる点である｡

(3)純農村住民に対する計画生育行政

純農村住民の事例は.成都市(旧温江地区)脚,l.花園鏡筒春村4組の場合である.旧温江地区

は12県からなり.花菌鏡はそのうちの郷抜毛の中の鎖のiつであった｡花園鋲は16村106組の農

村を管轄する｡花園鎮計画生育委員会の下に鎮引画生育弁室と鎮計画生育宣伝技術サービス･

ステーション (服務姑)が置かれ.両者で3人の計画生育担当の専任の鎮政府職員が業務を行

っているo業務の内容は,宣伝教育,避妊処置,薬貝配私 村計画生育指導員および組計画

生育宣伝員のトレ-ニンク.住民教育の講習会および映写会 (JICAの無償援助による映

写設備とスライド･プロジJククーが活用されていた),計画生育に関する住民チークの集収

管理などであるoLたがって,管内16力村の計画生育行政の要ということができるO筒春村

には1人の指導員がおり,衛生局の医士 (医師ではない)が計画生育指導員を兼務している｡

さらに,村内の4組村民′ト組には,農民の計画生育宣伝員 (無給)がり＼いるO

以上 3つの事例について言l画生育行政粗雑をみてきたが.最近の中国の経済改革に件な

って.現噺 =r改組続も大きく変化している最中であり,目を離すことができない変化期にあ

るo実際,五塊石村には昨年まで12組あったものが今年は5組しかなく, 花園鎮は80年代

になって設置された鏡であり, ･時移動人口 (流動人口,暫住人口など)も最近急速に多く

なっている (たとえば,成都市内の′トさな ｢寛巷子居民委員会｣内でも8人の流動人口が友

人などを頼って居住していた)Oまた,計画生育委員会の行政組織自体が,中国政桁部内で比

較的新しい行政機関であるため,組続の整備が進むにつれて,他部局 (とくに衛生局)との

事業分野調整と機能分化が行なわれることになる｡中国における人口問題の重要性に鑑み,

計画生育行政の孝則犬と動向の正しい理解には,今回のような実態調査による事実の把程が不

可欠となっている｡
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4 人 日

日) 人口の変化

1987年1%標本抽出調査の結果によれは四川省の人口は10,400.3万人であり,ほほ日本の

総人口に匹敵する人口である｡四川省の人口は全国人口の9.4%を占め,全省の中でもっとも

人口主剤美が大きい01949年以降の人口数の変化は表5に示す通りであるが.前回1982年セン

サス以降1987年に至るまでの人口増加率は年率にして124%である｡

今後の人口推計であるが,四川省計画性育委員会では,2000年の総人口を12,236万人と予

測している｡これは,条例による晩婚,晩産を考慮し,今後予想される出生数をもとに算出

したものである｡1986年から2000年にかけて毎年結婚年齢に入る人口は260万人 130万組と

予想されるO農村において条例により第2子を出産できる割合は3分の 1であり,少数民族

および山間部において第2子を出産する割合を考慮すると,第 l子と第2子を合計した出生

数は,160万から180万と推定される｡ この間,計画外出産が1200万とすると2000年の総人口は

上記に示した12,236万人となる｡

表5 総人口の変化



図 1 四川省における人口動態の変化

(資料) r



3回のへヒープームが観察されるo第 1次へヒー7-ムは1953年から57年にかけてであり,

乙の時期における戦後の生括安定化,労働力の必要性を反映しているO第2次へと一ブーム

は1963年から75年であり,出年率の大きなLl】が観察されるoこの第2次へと-ブームの影響

を受ゅ,現在は第3次へヒ-ブームに入っている｡1985年から1995年にかけての10年間に四

川省では毎年13()万人の女子が結婚年齢 こ入ると推計されている｡

1959年から1961年にかけての低tiL.生率は,自然災害に起関するものであるoこの間死亡率

はもっとも高く,f]然増加率はマイナスの増加率を示している.

蓑6は1981年以降の市.県別人u動態の変化を示したものである01984年まで市部におい

て高い州Li=_率が示されているO この間の都市における高い出生率は,70年代末から80年代初

めにかけて.大量に農相 こ下放していた青年が都r7iに戻ったためであるOこれらの青年は結

婚年齢に透しており,このため都市部における普通出生率が農村部と比較して高くなってい

るt) 1982年センサスにおける20-29歳の男子年齢構成比率をみてみると市区180%,鎮

177%であるのに対し,農村部は若干低く14.1%である0-万,死亡率は市部において低く,

その結果,自然増加】率はrli部において高くなっている.｡

蓑6 市･県村別人口動態の変化

年次 出 生 率 死 亡 率
市 L県極 差 市 i 県 J格 差

市 E 県 極 差1981

l982

1983

19841985

(資料)

中国社会科学院編.F中国人口年鑑 1986年｣表7は四川省の郡市,農村別,教育水

準別の出年力を示したものである01979-82年の出生力に着目する

と,表6の普通出生率とは逆に出生力は都市において低い01982年センサスによれは四川省の農

村人口は全人rjのR57%を占め,この高い農村人口比率を反映し,矧H省全体の出生力は農

村部の出生力を反映している.教育水準とEi'.生力には負の相関がみられる01979-82年に関して

は斬7消‖こおいてほ教育水準とILiJJ生力には正の相関がみられるOただし,都市部における結婚持続期間による合引出生率をみると,文盲,初



等教育,小等教育はそれぞれ,1,602,i,477,1,461であり.逆の相関がみられる｡

蓑7 教育水準別,都市農村別,合計出生率の変化

･20-24,25-29.30-34のいずれかの年齢階級の女子が100以下の

サンプルO(出所)RonaldFreedmanandothelS.tt
EducahOnandi･leI､tllltylnTwoChinese
Prov1--CeS1967 197Ot()1979-1982"Asia P
act/LCpopELlaEとOTIJournal.V



図2 年齢別出生率の比較 (全国,四川省都市軌 四川省農村部)-1982年

(出生率)

(



年齢係数は上昇傾向にある｡近年の医療状況の改善を通して,高齢化の傾向がすすんでいる

机 全体として,年少人口の減少がより顛著であるため.従属人口負担は軽減される傾向に

ある｡

表8 年齢別人口構成の変化

1583 】244 700
ll48 1298 1264

9.99 1344 14.74

8日 1005 1265

837 883 524

7.71 720 920

671 705 7.56

664 6.32 6.18

556 521 517

496 461 460

423 3.60 424

363 306 340

275 2.32 270

1.03 144 212

i23 078 132

065 0.35 079

028 0.15 045

(出所) F中国人口年鑑1985年j

衷9 年齢構造の変化

年 次 年齢 構 造 係 数
年少人口匡 産年齢人可 老年人口 年少人可 老年人可 従

属別巨1953年

1964年

1982

年1987年(資料)1953年,1964年,1982年･
F中国人口年鑑1985年j】987年 .円抑省人fj普査弁公喜一f'四川人口分析｣(第48期),1987年12月12El｡



㊥ 男女別人口構成

表10は】982年センサスにおける私 鎮,県別に年齢別の性比 (女子100に対する男子の数)

を示したものであるO脚 楢 では,60歳以上を別として,全体に高い男子人口比率が観察さ

れるOとくに,市,鏡では30-34歳階級において高い性比が示されているOこのことについ

ては,第5毒2 (1)の ｢都市化と移動人口｣の項で詳述するが･L幹人口の登録の楊合一居

住区が農村部であっても,都市の企業に勤務している場合は.勤務地である都市の人口とし

て登録するため,とくに生産年齢人口に関しては都市部において性比が高く,農村部におい

て低いという現象を引き起こしていると考えられるO

表10 四川省年齢別性比(1982年)

10682 10602 10549 10695

10543 10576 10786 10534

】0516 10542 10689 10508

10450 10656 11555 10375

11066 10443 11845 lil20

11030 10358 i2764 11031

11068 16878 15530 】0881

日'138 133.59 197ll 10826

11688 12569 17643 日233

11599 ilo.62 】6996 1135ユ

11606 1143O 164,78 11372

10844 10951 13331 10714

9978 11305 12267 9712

86EI2 10579 10239 8355

6364 72.89 6797 6194

】0658 10835 13081 10528

(出所) r中国人口年鑑1985年｣
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5 計画生育政策の実状

(1) 計画生育政策の特徴

四川省の人口分布をみるとその地理的特性を反映して,人口の70/感が四)[ほ 地に集中し.

盆地内の人口密度は9,000-1.000人/kTKである｡したがって,四川盆地内は労働力過剰状態に

あり,厳しい計画生育政策がとられているo

すでに人口の節で述へたように,現在四川省は第3次へビープ-ムを迎えており,人Uの

急増が社会経掛こ与える影響は深刻である｡この状況に鑑みて1987年に家族計画条例が制定

され, この条例か四川省､における計画生育政等の根幹となっている｡

計画生育政策の主な特徴は,まず,晩婚晩乱 少生優背の奨軌である｡晩婚とは,法定婚

姻午齢 (男子22嵐 女子20歳)より満3歳以上姫地を遅らせて結婚することをさしている｡

次iこ1組の夫婦に1人子を脚呂,奨励している｡とくに人口桐密な都市部においては1人子

が原則とされ,第2子の出産はわずかな世掛 こしか許可されていないo農村部に関しては人

口密度が地理的に異なることを反映し,山岳弧 寒冷地においては第2子出産の可能性があ

るが,丘陵部では 周与でのみ第2子の出産が可能であるo

計画生育政策の実施に関しては, 1人子の場合は保健費の補填が受けられ,晩婚の場合は

結婚休暇,産休が保証されるo夫婦双方が,晩婚の条件を満たしているとき,国家の規定に

よる結婚休暇に加えて10日間の休暇が与えられるo産休については,国家規定に加えて20日

間の休暇が与えられる.結婚林｣唱,産休ともに有給扱いであるO

計画以外の子供を持った場合は罰金が課せられる.罰金に関する規定は,出産の月から7

年間夫婦双方の賃金または年収の10-20,%を徴収され,その総額は500元を下回ってほならな

いと規定されている｡

計画生育を実施する上での基本方針は,竜伝教育を重視しており,日常生活の中で計画生

育をルーティン化し,その中心を避妊におくこととしている｡その実施にあたっては,宣伝

教育の系統化,計画生育の技術とサ-ヒスの系統化が行われている｡計画生育の管矧 こ関し

てはライフ･サイクルにあわせて系統化されており,学校教育においては性教育が行われ,

結婚前は婚前教育,結婚後は母親学級を通して行われている｡

現在実施されている主な避妊方法とその内訳は次に示す通りである｡
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I U D

男子不妊手 術

女子不妊 手術

ピル,コンドーム

そ の 他

4294%

3787%

ll13%

728%

078%

(出所)1988年調査時,凹川省計画生育委員会における聴肌

今回の調査では,成郡市を中心として城

市市I又-..城市郊外区.農村部の3地域につ

いてのインタヒュ-調査を行った.網杏対

象世帯はそれぞれ各10世帯,合計30世帯で

ある｡集計結果は裏目に示す通りであり,

サンプルとしては少ないが,避妊方法の実

行割合については城市郊外区,農村部にお

いては四川省計画生育委員会の発表と同様

の結果が示されている.城市市区における

避妊方法は他の地区と比較し,多様であるO

サンプルが少ないのでこれに対する評価は

できないが.たとえは今回の訪問地区であ

る紡績工場においては作業中の IUDの脱

落を考慮し,避妊方法としてコンドームを

推奨していることなとを考えると,都市部

においては,状況に応じた避妊方法の選択

が進められているようである｡

(2) 計画生育に従事するマンパワー

計画生育に従事するスタッフは行政部門

と技術部門に分かれるO

行政スタッフは工作,行政,管理を担当

し,省から末端レベル (郷鏡は各 1名の計

画生育指導員)まで15.000人が従事してい

裏目 避妊方法に関する諏査票集計結黒

川 城市市区

(2)城市郊外区(注)引画生育方法 ①男子不

妊手術,檀)女子不妊手術,㊥ lUD,伝)ピJL,,㊥コンド



るo指導員の役割は郷,鎖の専門指導員から指導を受け,主な仕事は宣伝教亀 避妊貝配布

技術サービス指導である｡指導員は主として兼業であり,指導員としての収入は10元/月で

あり,これは政府が負担している｡

討画生育の技術スタッフは,計画生育技術サーヒス宴 (村に1人のサーヒス員)に配属さ

れ.5,500人か従事しているO現在,雅楽で計画生育に携わっているスタソフは7万人である｡

計画生育活動には郷村医生も携わっており,彼らは衛生チームに所属し,母子操健,予防,

計画生育技術サ-ヒスを行っているo

(3)希望子供数と計画生育政策に対する意見

表12は省別の希望子供数に関する調査結果を示したものである｡他省と比較し,四川省は

希望する子供数が少ない｡とくに都市部においてこの傾向は銀著であるが,農村部において

も2人を希望する比率が高くなっているo興味深い点は,希望子供数に関して国家政策に従

うとする意見が445%あることであるOこれは,四川省における計画生育政策が条例に基づ

き実施されていることを反映していると考えられる｡

表12 省 (市)別希望子供数調査結果

(



今回の調査においても同様のインタヒュ-を行ったo現存子供数別にみた希望子供数およ

び計画生育政策に関する意見は表13に示す通りであるQ表12の結果と同様に城市郊外区にお

いては,政府の指導に従うという意見が大半を占めている.希望子供数に関してもほほ同じ

回答であり,少産化が定着 しているように思われるO

表13 希望子供数および計画生育に対する意見についての調査票集計結果

(1)城市市区

現 存子供数 l人子政策に対する意見1 2E3 賛 成

2人日程和1 5 3 5 3 6 2

23 2 1

2合 計 5 5 6 3 8 2現 存

子供数 2人目の子供に対する意見】r2巨

ー2 6 211

2 61 813 1 1合 計 6

4 2 1 7 10現 存

子供数 希望

子供数 2人目の子供に対する意見

1回 3

賛 成 2人目緩和1 6 6 62 3 3 2 1i

3 I 1合 計 6 4 6 4 8 2(注)

2人目の子供に対する意見 Q)1人で十分,㊥2人くらい希監④経済的に無理,㊥

何人でもよい,㊥政村の指導に従う(注) 1)中国社会



第4章 四川省における保健医療政策
と実施のプロセス

1 保健医療政策

川 医療行政

四川省においては第1次衛生革命 (伝染病の克服)が依然として終了していないため,脂

卒中,心疾患,悪性新生物の対策よりも伝染病対策が急務とされている｡1950年代には死因

の第3位であった伝染病は,現在は第8位となり,改善される傾向にある｡しかしながら,

健康教育が十分に普及していないため,悪い生活習慣が改善されておらず,風土病と感染症

が蔓延している｡

こうした状況に加え,医療行政の面では,地理的条件に起因する医療サ-ヒスの不均衡が

生じているO平野部と山岳･丘陵部の面積比率はそれぞれ2118%,78.82%であるが,人口

の大半が平野部に集中しており,医療スタッフの配置に不均衡が生じているとともに.山岳 ･

丘陵部では,衛生の教育や宣伝が困難な状況におかれている｡

以上の諸問題に対処するため,①末端機構における医療体制の充実とネットワ-クの整嵐

㊤予防体制の徹底,㊥人材育成を中心とした医療対策が行われているO①については,末端

の医療体制として,郷村医生の登用がすすめられている｡従丸 グラス･ルートのレベルで

医療に従事していた ｢はたしの医者｣は現在は衛生員と郷村医生という名称に変更されてい

る.郷村医生は県レベル以上の衛生学校で養成され,3年に1回の試験を受け,郷村医生と

しての資格を取得するというシステムになっているO郷村医生は主として兼業であり,その
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主な収入源は村･郷政府からの捕助金および外来からの医療費等である｡

その他の末端医療としては開業医制度がある｡開業医は農村医療の80%を占めており,医

科大学定年退職者の開業が 般的である｡開業医資格はttgJFl省､政府の認可制であり.衛生局

に申請し,資格試験を受け,開業医となる｡

(2) 医療施設および人員

現在,四川省における医療施設は18.676カ所あり,その内23.6,%は都市部にあるO現在の

病院ヘット数は205,763床であり,その34.04%は都市部にあるO村のレヘルの医療施設とし

ては,6万カ所に衛生室が設置されており,8125%以上の村は衛生室をもっている｡

1950年代の受診率と1976年のそれを比較すると,受診率は76倍に増加しているO このため

医療施設は不足気味であり,1985年現在においては,100万人以上の入院希望者が入院できな

い状態にあるO医療事情は全国レヘルと比較しより深刻であり.入院希望を満たすためには,

病床は4万5千床も不足しており,この対策として毎年1,900床の増加計画がたてられているO

医療人員に関しては,衛生技術員は283,897人が従車しており,その内3764%は郁市部で

勤務しているo現在は10万人以 ヒの衛生員が従事しているが,医療従事者は,医師がl方2

千人一看護婦が2万4千人,その他の衛生員を含めると合計4万8千人不足している状態に

ある｡この対策として.毎年7,000人の医療人員増員計画があり,その養成は36カ所の中等･

高等医学院,7カ所の漢方治療指導所,165カ所の県レヘルの衛生学校で行われているO現在.

医科大学修了者は3万3千人であるo

(3) 医療予算

1985年の医療支出は3倍4.500万元であり,現在の省総支出の2.85%を占めているoWHO

基準では医療費の総支出に占める割合は5%であり,四川省の場合はこの基準より若干低く,

医療に関する財政は不足状態にある｡

1人当たりの年間医療費は338元であり,全国水準と比較すると191元低い｡衛生関連予

算は2億元であるが,その74%は人件費として支出されるため,衛生普及用としての予算は

全体の26%にすぎない｡

医療改善のために,予防的医療は是非とも必要とされることであるが,現在,予防接種を

受けることができない比率は全体の20%であるoまた,衛生面での改善については農村部に

おける上水道の完備がすすめられているが,農村人口の60%は清潔な飲料水を飲んでいない

状態にある0
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2 母子保健政策一予防と治療の実状

M 母子保健の対象人口

1987年現在の四川省の人tjは10,400万人であり,そのうち女子人口は63%を占める6,549

万人である｡乙のうち再生産年齢となる15歳以上の女子人口は3,171万人であり全人口の30%

を占めている｡14歳以下の年少人口は3,378万人で全人口の32%となっている｡

四川省の地域別の乳児死亡率は蓑1に示す通りである｡すでに述べたように,医療サ-ヒ

スについては地域別にみて格差があるが,この格差を反映し,乳児死亡率に関しても地域格

差が観察される｡行政区分別にみると県における死亡率がもっとも高い｡地理的条件からみ

ると,平野部がもっとも低く.次いで6-.綾取 山岳部がこれに続いているO こうした格差に

鑑み,後述する母子保健の治療対策では,それぞれの地理的条件を考慮した分類指導による

医療の提供が行われている｡

表 1 四川省における乳児死亡率 (1981年)

(対出生1000)

地 域

全 省

城 市県を除く鎮

輿

平 野 部

丘 陵 部山 岳 部(出所)銭建呪 ｢四川省1981
年乳児死亡率分析｣.F人口と発展』.第l号.1987年,43ペ

ージ(2) 母子保健医療機構Eg)廿告では,現在,母子保健に関する医療施設は,

児毒病院 3

母子保健院-- 13母子保健所,保健姑-= 216



であるO

産婦人科,小児科を診療科臼に含む総合病院に設置されている母子保健用病尉 ま人口1万

人当たり平均227床であるo県以上の母子保健に関しては,医療関連人員7,291人のうち5,308

人が衛生技術に従事しており,県以上の総合病院の小児科は全医師の16%に当たる 2.309人

が母子保健医療にあたっているo村の末端組織である衛生所には,通常,訓練を受けた女の

郷村医生と助産婦が常姓し.母子保健と同時に言書画生育の指導にあたっているO

(3) 母子保健の病気予防と治療

母子保健を充実させるために保健サーヒスのシステム化が図られている｡また,具体的な

サービス体制としては,四川省の経済的,地坪的分布の不均衡を考慮し,分類指導,すなわ

ち地域,民族等の保健医療のサービス対象によって異なった指導が行われている｡たとえは,

農村部,llf間部,少数民族居住地域では.施設分娩の普及が中心となっているOまた,高い

妊産婦死亡の状況を改善するため,分娩等に関連する疾病対策として,300万元の援助予算が

組まれ,検査 (86%は検診済)と治療にあたっているoさらに,妊産婦検診のために20万元

の予算が組まれ,検診制度を継続して行っているO この結乳 妊産婦死亡は解放前の 1万人

当たり150から8に減少している｡

また,それぞれの衛生施設では,計画生育との協力体制がとられており,衛生部門におけ

る女子不妊手術の実施率は全体の70%以上に達している｡

(41乳幼児に関する保健 ･衛生

乳幼児に関する保健 ･祐生については,母親に対する健康教育が重視され,婚前からの母

子保健指導が行われているo定期健康診断では体重測定と栄養指導が行われている｡四川省

では160県,2,000万人の妊産妄執 児童を対象とした保健サ-ビスが展開されている.とくに,

都市部では婚前検診,妊産婦検診の徹底により,遺伝性疾病を予防する対策がとられている｡

現在,20の他夏とFfIでこうしたサービスが行われているが,農村部には.まだ普及されてい

ないoまた,国営企業においては.女子労働者に対して女工保健による検診が行われている｡

周産期保健については,妊産婦カードを配布し検診が行われ,移動クリニックによる周産期

の検診システムが機能している｡家庭訪問.往診による診療も行われている｡

予防接種の接種率は

麻疹 .804%

三種混合 .7929%
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BCG.8431%

であり,麻疹の発病率は1985年の36.1%から1987年には726%に低下している｡

(5) 今後の対策

以上 四川省の医療についての現状と問題点を指摘したが,四川省衛生庁では今後の課題

として,①衛生,保健ネットワークの系統化 ㊥農村部における資金の重点配分,とくに73

の県区の医療ネットワークの矧嵐 ㊥スタノブの質的向上を含めた医療人材養成施設の拡充

④四川省の特産である漢方薬の治療を俊先的に強化すること,㊨予防医学の徹底.㊥宣伝教

育機構の強化を挙げている｡

(注) 以上の報告は,1㈱ 年調査時の四川省衛生庁における聴取をもとにまとめたものである｡

3 末端保健医療の実態と課題

(1)｢はだしの医者｣

四川省における末端の保健医療の実態を理解するために,中国農村部において,これまで

重要な役割を果たしてきた ｢はだしの医者 (赤脚医境)｣および ｢郷村医生｣について事例

調査を行った｡

まず.｢はだしの医者｣｢郷村医生｣の具体的なイメ-ジ巷得るために,1人の女性を紹介し

ょう｡彼女は,現在, 成都市部県花園鏡の計画生育弁公室主任をしている38歳の女性

である｡彼女は1950年に,農業を営む父と助産婦であった母との間に,2女 1男の3人

兄弟の長女として,この地に生まれた｡新中国成立の翌年である｡その乳 順調に発育し,

地元の′ト学校6年を卒業し,次いで県内の中学校3年を卒業した｡1965年である｡ この時点

で,将来のことを考え,手に職をつける道を選び,2年課程の中等衛生学校に進学した｡母

が助産婦であったことに影響を受けたのかも知れない｡中等衛生学校を卒業し,県の病院で1

年間の実習を行い,試験を受けて無事合格し,医士の資格を得た01968年 (18歳)である｡

その後,地元の村で ｢はだしの医者 (赤脚医生)｣として2年間勤務し,活動した｡ ｢はだ

しの医者｣としての2年間の活動の後,県衛生院の産科に4年間勤務した｡このときは,衛

生局の職員である｡1975年に-現在の花園鎮計画生育弁公室に移り,同じ年に25歳で結婚し
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た｡このころ,計画生育政策が強化され, ｢晩･稀･少｣のスローガンを宣伝教育していた

ため.自分も計画生育を励行し,子供を生んだのは4年後の29歳 (1979年)であったoその

後,引き続いて花園鎮計画生育弁公室に勤務しており,現在,主任の地位にある｡子供は9

歳の女の子が l̂ あり,l人っ子証明を得ているOまた,同じ事務所に計画姓青竜伝技術服務

姑 (サ-ビス･ステーション)があり,自分と同様の医士の資格を持つ2人の職員と,合計

3人でこの業務を遂行している｡ ここでの主な業務は,計画生育の宣伝教育.避妊薬異の管

理 ･配布,IUDの挿入など簡単な避妊処置の実施,村計画生育宣伝員の研晩 住民の計画

生育実施データの管理などであるo

このように,彼女は新中Eglの成立･発展とともに人生を歩んでおり.文化大革命期には

｢はだしの医者｣として活動し,1970年代の人口抑制政策とともに産婦人科で経験を積み,

計画生育行政が本格的に進められるようになる (1973年)と地元の計画生育現場で宿躍し,

自らも ｢晩･稀･少｣ ｢1人っ子政策｣を実践してきた｡

新中国成立後,新たな国家建設が始まる中で多くの困難をかかえており,国の各部門にお

いても要員が絶対的に不足していた｡そのような状況下で,国民に食糧,雇札 教育,医療

を保障することは容易なことではなかった｡疫病やちょっとした病気紘,医薬品の不足ばか

りでなく,国民の一般教育や衛生知識の不足によるところが大きな原因となるo社会主義中

国が,これまで,これらの多くの困発を飛躍的に改善してきたことはだれも否定することは

できない大きな成功である｡とくに.医療衛生の面で,中等衛生知識を修得した (日本では

准看護婦に相等する)人々が,衛生水準の低い農村へ積極的に入り,｢はだしの医者｣とし

て実践的医療衛生改善運動に従事したことが,広大な中国農村部の医療'Gi生水準を飛躍的に

高めることとなった｡ このような農村医療衛生要員は,絶対的に不足していたため,普通の

中等学校を卒業し,若干の衛生知識を持ち,医療衛生上の技術的訓練を受けた者も積極的に

｢はだしの医者｣として採用されたOこうして ｢はだしの医者｣は,1981年に,全国で140

万人に逢していたといわれる｡

文化大革命期を中心に活躍していた ｢はだしの医者｣は,その後, ｢郷村医生｣と呼ばれ

るようになった｡そして,人民公社制がとられていた時期は,政村の医療衛生機関の一端と

して位置づけられていた.しかし.1978年の三巾全会以晩 人民公社が解体するにつれて,

｢はだしの医者｣は ｢郷村医生｣と ｢衛生員｣とに分化していった｡そして,医士の資格を

持つ ｢はだしの医者｣は,｢衛生員｣として衛生部や計画生育委員会の正規の公務員として

位置つけられ,それ以外の ｢はだしの医者｣は,資格のある者 (衛生部の試験に合格した者)

は一部で請負開業医とfj:り,資格のない者は臨時雇用的 ｢郷村医接｣として農村部の衛生錠
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/釈/室で働いているoLかし,現在の ｢郷村医生｣は,公務員ではないため,身分保障が

なく,衛生院からの給与も少ない｡ このため何らかの兼業収入を持たなければならず,さら

に,3年に1回の割合で試験に合格しなければ ｢郷村医生｣を続けられない｡このようにし

て,現在,四川省における新制度による ｢郷村医生｣は3万人余を数え,衛生員は10万人余,

そして開業医が約3万人存在するとされる｡

(2)計画生育と衛生部の役割分担

国家計画生育委員会は1981年に設立されたoLたがって,その行政細線は1981年以降に整

備されたものである｡それ以前の計画生育行政は,海生部の管轄であった｡ このため,現在

でも衛生部と計画生育委員会との関係は緊密な関係にあり,人事の交流や業務の連係プレー

が随所に見られる｡たとえば,村レベルで,計画生育委員会の技術指導員がいない場合は,

衛生部の医士か郷村医年が兼務するし,衛生部のスタッフがいない村には計画生育技術指導

員が必ず置かれ.簡単な医療も行われる｡

しかし,計画生育委員会の業務は.人口問題,家族言i画矧乳 性教育,育児問題,母子保

健問題,家族間題など幅広い事項が業務対象となっているoそして,何よりも,出産は病気

ではなく,健康な人間の生理であるという基本的認識が,病気撲滅を基本的使命とする衛生

部業務と根本的に異なるところである｡したがって,出産に関して,計画生育行政は健全な

出産･避妊を可台削こする環境を整備するのに対して,衛生部は異常な症状を治療することが

主目的である｡

このため,中国における計画生育行政の中で,医療的業務を喜i画生育行政から分離し,海

生部業務の専管にする傾向が強くなっている｡ これまでも計画生育の行政的業務は計画生育

委員会系スタッフが従事し,避妊技術など技術的業務は衛生部系スタッフが従事することが

多かったoLかし,計画生育委員会において,少なくとも軌 鎮級以上の組織では行政と技

術の専任職員を置くよう整備が進められている｡そして,衛生部では,各郷鏡の衛生院に,

医師,衛生員,助産婦からなる,少なくとも3人1組の職員を穀僻するように努めている｡

このように,出産の質的向上のため,農村においてもなるへく病院出産に移行させ,その他

の正常な母子生理は計画生育委員会の業務とされ,病気治療や保健衛生予防は衛生部の業務

とされるように,役割分担が進められつつある｡

このような中で,中国の計画生育政策は,1つの転換点にさしかかってきた｡それは,

1978年以来の経済改革の下で,国民の生活水準が大幅に向上し,同時に,国民の生活基盤と

なる諸制度が大きく変化したために,これまでの計画生育行政の枠組に大きな影響を与える
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問題がいくつも生じているためである｡たとえば,農村における請負生産方式の一般化や都

市における個体戸経営の増机 計画外人口移動の急楓 農 ･工両面における技術近代化に伴

なう余剰労働力の銀在化 人口構造の高齢化に伴なう労働コスト,年金資金.およびその他

の社会的負担コストの上昇,などである｡ これまで,社会主義計画経済の下に.乳 地方自

治体,国営企業,集団企業が国民の生活基盤のすべてにわたって保障してきた｡しかし,今

後は,これら公的桟関が保障する生宿基盤と国民1人1人が自助努力しなければならない生

活基盤に分かれることになる｡そうすると,国民においては.個々人の生活設計や家族条件.

一生のライフ･サイクルや世代間の家族間題を,より自分で保障できる生活基盤の確立を求

めることになるO このため,国家が保障する国民生活の範囲と,国民が自由な創意工夫で自

分で確立する生活の範朗との,調和のとれた政策が考えられなければならIEilい｡ この両者の

調和のあり方は,経済発展の進展具合によって変化するため,政策のあり方もその時期に対

応して改良されなければならない｡計画生育政策も,最近の新しい経済条件の下で,政策対

象を広げて行かざるを得ないであろう｡それは出産,育児を中心としたこれまでの政策から,

より広い家族間題と人口構造の推移に関わる問題を政策の主要課題にとり入れることである｡
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第 5章 家族の変容と保健 ｡医療
生活設計に与える影響

1 都 市 部

(1) 計画生育の実態

① 成都市概況

都市部における計画生育の実態について今回調査を行った成都市を 例にとり,成都市計画

生育委員会における聴取をもとに述べることにする｡

成都市は,市区は5区,県は12の行政区から構成されているO成都市の人口は2,604,000

人であり,うち都市人口は3036%であるo

成都市の動態統計は下記に示す通りであるO

普通出生率 15.8%o

普通死亡率 5.95%｡

自然増加率 993%o

乳幼児死亡率 2696%｡(市区26.31%｡,農村27.24%｡)

妊産婦死亡率 789/10,000

(む 計画生育の実状

成都市における計画生育政策は,四川省の計画生育条例を遵守する形で行われている｡都

市部では1人っ子が原則であるが,第2子については,必要な場合は4年間の出産間隔を置
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くことが義務付けられている｡

言t画生育の実施にあたっては.宣伝教育のシステム化に重点がおかれている｡宣伝教育は

年齢別に分け,それぞれ思春乳 婚前期,妊娠･育児軌 更年期により異なった指導を行っ

ている｡更年期については.県 郷の家族計画協会で計画生育学級を開き老年保健について

教えている｡

技術サービスについては四川省の条例に基づいて,システム化が行われているO避妊の系

統管至到ま,①婚前保健,㊥妊娠保健,㊥更年期保健､④老年期保健にわたってそれぞれ行わ

れている｡婚前保健では2El間にわたり,妊娠の失敗を避けるための教育が行われ,妊娠保

健では育児等の知識について教えている｡

計画生育の業務は日常化されているO行政･管理部門では市,輿,郷で1,000人の指導員が

これに従事し-技術サービス部門では500人の技術員が従事している.計画生育については避

妊処理も含めた出産計画が組まれており,成都市内の出産可能数は年間計画により決定され

る｡計画生育委員会は衛生局.労働組合,青年組織,婦人会 計画生育協会と協力し,政策

の実施にあたっている｡ こうした政策により.1970年代から1987年までの出生回避数は200

万人である｡

(2) 家族の変化と計画生育

計画生育の実施において,その成果を高めるためには,政策内容と行政実務が国民から信

頼され,支持されることが必要である｡計画生育政策に従って出産した ｢1人っ子｣が,発

育の途中で病死したり.障害をかかえることがないように,また,母体の健康が保障され,

文化的な生活を営むことができるようにならなければ,計画生育政策は強い支持を得られな

い｡国の社会,経済的諸政策が,子供と母親の,健康で文化的な発展を支援するとき,国民

は安心して計画生育を実行する｡その際,政府の役割と同じように重要な役割を担っている

のが家族であるD健全な家族の中で,愛情とゆきとどいた健康管理とによって,計画生育の本

当の目的が達成される｡四川省成都市における都市家庭の調査を適して, この間題を考えて

みたい｡

(カ 小さい都市の家族構成

成都市で調査を行った都市家庭の家族構成は.核家族が圧倒的に多く (サンプル調査中の

7割),祖父母を持つ直系家族は少なかった (3割)｡また,直系以外の校数家族からなる大

家族は1つも見られなかったo調査対象家族は,引画生育関係調査であるため,妻の年齢が
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15歳～49歳である家族を対象としたものであるが,核家族のすべては ｢l人っ子｣の3人家

族であったO残り3割の直系家族は,4人～6人家族で,2人の子供を持つ家族が2家族あ

った｡

夫婦の適格圏は広く,省内各地や他省出身者の成都での結婚が行われている｡また,すべ

ての家族が夫婦共働きであり.うち50%の家族は夫婦のうち少なくとも1人が個体戸経常を

行っていたO

中国全体では,1949年の解放以前は,大家族制が一般的で,大家族および直系家族が多か

ったoLかし,1982年センサスでは,家族員3人または4人の核家族が50%を越しており,

都市部の家族数は平均44人になっていた｡1987年 1%調査では,郁市部の家族人員は4.2人

にさらに縮小しており,中国の家族は少人数,核家族化が急速に進んできたO

@ 小家族化が進む要因

中国において小家族化が進む第1原因は言i画生育の実施である｡1971年から進められた人

口抑制政策によって,家族における子供数が減少し,1979年から実施された ｢l人っ子政策｣

によって,さらに子供数が減少したo次いで大きな原因は-政府の労働政策であるo男女同

一労働同一賃金.および r働かさる者食うへからず｣の労働政策によって,女性が独立の生

計を営むことができるようになり,また.年輩者は定年まで働くようになり,さらに計画経

済の下に労働配置を政策の必要に応じて行ったため,分離家族も多く出たOそして. この労

働政策を支えるものとして,政府による住宅配分,年金や医療などの社会保障,託児所や幼

稚菌の完備による子供の社会的保育などの制度が準備された｡

このような,政府の基本的な社会政策の下で,中国の小家族化は急速さこ進んできたが,負

近,新たな促進要因が重要性を高めている｡それは,住宅事情からくる制約要因と,耗自身

の生活向上意識の高まりである｡中国における住宅不足はきわめて深刻な状態にあり,捜数

家族の同左引まもちろん,核家族ですら子供が大きくなると居住空間,部屋数が絶対的に不足

する状態にある｡調査を実施した成都市においても.一方で高層住宅建設が大々的に進めら

れているにもかかわらず,住宅不足は深刻で,革命前の古い四台院住宅 (成都市所有)に,

まったく血縁関係のない8家族が居住しなければならない実態がある (しかし.居住者はみ

な明るい表情であった)O住宅問題は大きな出生抑制要因となっており,このことは日本でも

経験されたことである｡次に,親自身の生活向上意識の高まりが,やはり新たな小家族化要

因となっているOとくに,1978年以降の制度改革により,進学,職業選択,移動などの自由

が大幅に緩和されたため,とくに,若い人々を中心として,自分の希望する能力開発意欲が
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盛んになり,妊娠,育児に時間をとられることを心よしとしない傾向が強まっているOさら

に,全体的生活水準の向上の中で,少数の子供を資質の高い子に育てると同時に,親自身の

生活内容を豊かにする生活設計が考えられるようになってきた｡文教都市である成都市にお

いても,子供と親自身の教育熱が高く (たとえは.語学,洋裁,機械修理,書画など),家電

製品の購入.ファッションの日常生活への導入Iiと,生活向上意欲が市民の大きな波になっ

ていることが認められた｡

@ 高まる家族の再認織

一方,計画生育,とくに｢l人っ子政策｣が実施される中で,子供に対する親の期待も大

きくなってきたO健全な出産と健康な発育をはじめとして,学業成績優秀で体格においても

秀れたものに,そして将来は豊かな生活基盤を築くことかできるようにというものである

(ただし,社会的地位はあまり強調されない)｡しかし.現実問題として,乳児死亡率は成都

市平均で2696%o(市区2631%O,県2724%o)で低いとは言えない (上海市区13.5%O,夫津市

区Il.2%｡.いずれも1984年債)｡また,3歳児未満の保育所は四川省都市部で21.2%の子供し

か入所しておらず,3歳～7歳児の幼稚園入所率は同じく54%しかない｡また,成都市西城

区母子保健病院の出産時の体重は2.000-2,500gが一般的である (日本の基準からすると未

熟児に分類される).これらのことは.計画生育を実行する親としては若干の不安を感じるで

あろう｡子供の衛生環境で,中国はいち早く蚊やはえのない町を実現し,人糞を佃の肥料と

しながらも下痢や回虫の少ない衛生環境をつくってきた｡しかし,新生児の体重不足や乳児

死亡率の高さは,衛生環境の改善とともに親の休力の向上と乳児の世話がもっと必要である

ことを示している｡しかし,月経期の生理休境は原則としてなく (症状のひどい人は有給休

暇がとれる),産休は産前休暇がなく,産後休暇が3ま司間とれるのみである (ただし,調査訪

問した国営紡績工場では分娩前1週間の休暇がとれる)｡また,夫婦共働きが一般的であるた

め,親の出勤から帰宅までの間,子供の保健衛生管理がどのようになされるかが大きな問題

となる｡とくに,乳幼児で保育所や幼稚園に入れない子供の場合と,学齢児童で修業時間後,

親が帰宅するまでの間が問題であるo成都市の調査では幼稚園児と小学校以上の子のほとん

どは,日本でいう ｢カギっ子｣にならざるを得ない状態にある｡そこで.祖母など経験豊か

な人の助けが必要となる｡ この点,従来は居民委員会や居民小紙のメンバーによる相互扶助

やボランティア的活動の中で部分的に解決され,特別に手のかかる産後休暇終了後から幼稚

園に入るまでの間は,賃金を支払ってお手伝さんを雇用しなければならなかった (現在も同

樵)｡ このため,妊娠期から幼児期までの,家族としての祖父母の役割の重要性が再認識され
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るようになってきた.また,近い将来の問題として,老後の国家の保障を得られないか.得

られても不十分な人について,家族による老人の介護が必要となる問題が生じる｡この点か

らも家族の再認識が始まっている0

2 郊外区(五塊石村)

日) 都市化と移動人口

(力 都市化と行政上の問題

計画生育行政の実施に際して,最近,都市部において新たな対応を迫られる問題が発生し

ている｡それは,第1に,人口移動 (流入人口)の増大により,行政的に把糧がむずかしい

人口が急増していることである｡第2に.都市近郊部に都市化の波が押し寄せることにより,

地域組紙が大きく変化していることである｡とくに第 1の問題は,1982年以降.都市部にお

いて政府の食糧配給券がなくても.自由市場で食糧を購入して生活する人口が多数発生した

ことと同時に,従来.居住地と職場 (勤務先事業所)とで国民を把糧していたものが,雇用

や住宅で政府に依存しない人口が急増していることに大きな要因があるO このような動向に

ついて.今回調査時に訪問した成都市金年区洞子□郷五塊石村を事例として述べることとする｡

@ 五塊石村にみる都市化現象

成都市においても,最嵐 都市化が急速に進むと同時に,移動人口が急増しているoたと

えは,郊外区である金牛区嗣子口郷五塊石村の場合,従来は稲作を主とした農村であった｡し

かし,立地が鉄道の成都北駅の北側隣接地域であったことも手伝って,近年,開発による都

市化が急速に進むようになったO開発は,成斡市人民政柄の手によるもので,人民政府が土

地を買収し,テパ-トやホテル,オフィスビルを建設し,道路整備等を行っているものであ

る｡この開発によって,去年まで村内に12組の集落があった五塊石村は,今年から5組に減

ってしまい.他の7組の農民は非農業人口となり,多くは人民政府の開発関連事業に雇用さ

れた｡五塊石村の概況は次ページに示す通りである｡

また,1978年の十一届三中全会以来,石塊石村は農村発展モデルとして村営の郷鎮企業を経

営し,現在11企業を運営するようになったoさらに,個体発展モデルとして,個体戸78戸が,

そして複数個人による集体経営7企業が村内で経営するようになった｡
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村 民 グ ル - プ

総 人 口

耕 地 面 積

世 帯 数

村 経 営 の 企 業

企 業 数

従 事 人 口

年 間 総 収 入

個 体 戸

農 業 人 口

･5

1,120人

419ム-

･403世等

･11戸 (集団企業)

(サービス業 (旅館),健康梯器製嵐 車修理.鉄筋加工)

-480人

565万元 (l人当たり1,loo克/年)

･78戸 (販免 飲食業,旅軌 自転車修理)

･1.120人 (男子400人.女子700人)

成耗市区への通勤者 -･ ･ 全体の40%
(出所)1988年調査時五塊石村村長からの聴取

五塊石村の都市化は.1983年頃から急速に進むようになり,流入人口も増加した｡正規住

民登録のない流入人口は,現在,暫住人口として仮登録して把握しているものと,村民小組

のみで把握しているものがあるが,把握もれもある｡とくに個体戸の臨時雇用などに多い｡

さらに,五塊石村は近郊地域であるため,成都市内への通勤者も多く,村内世帯の40%の家

庭で,家族のだれかが毎日市内へ通勤している｡このような通勤者は.実は,五塊石村の登

録住民とはなっておらず,勤務先事業所の戦場の所在する住所地の住民として登録されてい

る｡ このような通勤者は ｢工幹人口｣と呼ばれ,都市人口に分類される｡そして,勤務先住

所地で人民議会の投票権を持ち,都市の食糧配給券をもらっている｡このように,五塊石村

紘.成都市人民政府の都市開発事業と.村の自主的な経済開発専業 (郷鎮企業)と,住民の

自主的な事業経営 (個休戸)という,大きな都市化現象を起こしており.その中で,人口の

激しい流動化が進んでいる｡

⑨ 成都市における流動人口

成都市の移動人口について,1987年9月に,成郡市流動人口調査が実施された.この調香

紘,成都市内に正規の住民登録をしていない人で,調査日 (9月10日)に成都市内にいた人

口を調査したものである｡調査報告ではこれらの人口を ｢流動人口｣と呼んでいる.したが

って, この調査は,正しい意味での人口移動調査を行ったものではない｡即ち.正境の住

民登録をして成都市内に流入してきた人口は対象に含まれないからであるo調査範囲は,成

都市都市部とされる東城区,西城区,および金牛区の内側8郷で,金牛区外側8郷,青白江

区および竜泉駅区は含まれない (以T,いずれも四川大学人口研究所 ｢人口と発展｣1987年
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第2号の譜論文から整理したものである)o

この流動人口調査によると,成郡市都市部の常住人口138万人に対して,9月10[]現在で

53.5万人の ｢流動人口｣が存在した｡常住人口に対する ｢流動人口｣の割合は,実に389%

となる｡その内訳を整理すると以下のようになる｡

① 流出地区分

成都市郊区および県からの流入:ll4.800人 214%

その他四川省内からの流入 339,ZOO人,63.4%

省外からの流入 70,559̂ .132%

国外からの流入 10.776̂ , 2.0%

@ 年齢区分

0-14歳 48%

15-54歳 856%

55歳以上 96%

㊥ 性別区分

男 性 69.5%

女 性 305%

(彰 行先区分

成都市内への流入 523万人 977%

他地域への通過 12万人 23%

㊥ 緒在期間区分

長期滞在者 (1年以L) 28万人 523%

短期滞在者 (1年未満) 255万人 477%

㊥ 措在日的区分

i)交 通 関 係

2)旅 館 ホ テ ル 関 係

3)建 築 関 係

4)工 商 関 係

5)医 院 関 係

6)学 校 関 係

7)修 理 関 係

8)暫 住 人 □

9)外 国 人

%

%

%

%

%

%

%

%

%

4

2

2

7

0)

5

2

7

2

調査の詳しいデータは入手できなかったため,若干の疑問点は残るものの,成都市都市部

において, ｢流動人口｣か常住人口の39%.535万人あることは,最近の社会経済的変化の

激しさを,ある面で反映したものと見ることができる｡また,正規住民登録を得られない1
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年以上の長期滞在者が28万人もいることは,かつての考え方からすれば,大量の計画外居住

者がいることになる01年未満の短期滞在者の中には,郊外からの通勤･通学者が相当数い

るものと思われ,さらに,自由市場なとへの出店や出荷などの昼間移動人口も多いものと思

われるoLかし, このような成都市における ｢流動人口｣の増加は,交通,住宅など都市イ

ンフラストラクチュアの整備に大きな負担をかけることになる｡またさらに,出稼き,寄宿,

都市での仮設住宅,季節によっては野宿など,不安定な居住形態が増加するとともに,家族

の同居状態など家族関係にも大きな変化をもたらすものと思われる｡

④ 一般化してきた ｢流動人口｣

このような ｢流動人口｣の激増は,中国の他の地域でも現れているといわれる｡とくに,

通勤･通学など昼間移動人口を除く人口移動は,全国各地で近年急速に増加している｡人口

センサスでの人口移動調査は,1982年センサスでは調査項目が設けられていなかったが,

1987年 1%調査では項目が設けられた01988年8月現在,まだ集計は完了していなかったが,

省,地区等の鎮以上について,過去5年間の移動が調査された｡その中で,6カ月以上の居

住者で移動歴のある人ロが全国で3,058万人いることがわかった｡しかし,これは｢遷移人口｣

と呼ばれる正規住民登録をした人のみについての数字であり,そうではない ｢流動人口｣を

含めるとさらに大規模な数字になるo

国家統計局では,①人口と住民登録が同時に移動するもの.㊥住民登録は前のままだが,

人が移動して6カ月以上になるもの,㊥住民登録は前のままで,人が移動して6カ月未満の

もの,という3区分で考えている｡そして,①の,いわば正規の移動人口を ｢遷移人口｣と

呼び,その他の移動人口を ｢流動人口｣と呼んでいるo ｢流動人口｣の中には,存在が把握

されてから1年間の居住を認められる ｢暫住人口｣と,存在の把得されないままの人口と,

建築や工場の鏡時工などの ｢一時移動人口｣と-農作業などまったくの ｢季節移動人口Jと

が含まれる｡前述した成都市の流動人口調査では通勤･通学人口も ｢流動人口｣としていたO

都市化の進展とともに,｢遷移人口｣｢流動人口｣ともに増加するであろう｡中国の場合,従
栄,職場 (雇用),食糧配給,住宅配給,住民登録などが緊密に開通していたため,移動は自

由に行うことができなかったoその下で,居住地と牧場とで国民を把握していた｡しかし,

1978年以降.しだいに移動が自由になり,各種行政組総が移動人口の把握に困難をきたして

おり,計画生育行政にとっても.大きな課題となりつつあるO
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(2) 計画生育の実状

五塊石村における計画生育宣伝員は各村民グループに1人ずつ.計5人が従事している｡

宣伝員の主な仕事は母子保健および計画生育の宣伝教育であり,兼業である｡

1987年における動態統計に関しては,出生は36人 内訳は男子23人 女子13人である.死

亡数は10人であるo再生産年齢人口は519人,うち出産可能人口は448人であり,その他は未

婚または不妊である｡

計画生育の実行に関して.避妊方法別に見てみると現在までの累積値は下記に示す通りで

ある (五塊石村婦女主任,計画生育科員兼務通学蘭氏からの聴取による)｡

男子不妊手術

女子不妊手術

I U D

コン ト- ム

ヒ ノレ

そ の 他

人

人

人

人

人

人

0

5

9

8

6

CO

4

3

4

･ー

避妊方法は,上記のテ-夕が示す通りIUDがもっとも普及しており,とくにl人っ子世帯

ではこの傾向が顕著である｡今回行った訪問調査においても10人のうち7人まではIUDを

使用しており.五塊石村全体とほぼ同様の結果が見られたo IUDの他に女子不妊手術が2

件あったが,選択の理由としては副作用がないことがあげられている｡すでに今回の調査結

果を第3章で示したが,人工流産の例がのベ6件みられることから,全体としては人工流産

の例も多いのではないかと考えられる｡

計画生育の実行と今後の生活設計は密接に関連していると考えられる｡今回の質問票には

過去5年間の生活水準の変化についての質問項目を設けたが,これに関しては生活水準は上

昇傾向にあり,貯蓄も2,000-10.000元 (平均4,900元)と回答されている｡80年代以降,耐

久財の購入もすすみ,調査世帯における生活水準は向上しているOこうした状況を反映し,

老後の生活設計は年金によるもの2,貯蓄によるもの5.子供に依存するもの3であり.今

後,老後の生活設言iは子供への依存型から少しずつ変化していくものと考えられるO

(3)医療事情

五塊石村はすでに説明したように成郡市中心部に近い地理的条件を反映し,その医療環境
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も成都市の諸施設を利鞘できる状態にあり,比較的良好である｡質問票による回答をみても,

産前･産後の検診および分娩はすべて病院で行われているo病院は30分から1時間半位で行

くことのできる距離に位置しており,利用の便もよいようである｡ こうした出産にかかわる

検診等の情報は主として出版物を通して入手されている｡

子供の保健に関しては,予防接種は保健姑を通して行われている｡この場合の主な情報源

も刊行物を通してである｡

五塊石村にある衛生所には,職員は目名,医師が4名勤務している｡医師は郷村医生2名,

定年退職した医師が2名である｡医師の主な収入瀬は,村からの補助金と患者からの診療費

である｡診療費は薬の投与も含めて1人1回3元であるo診療体制は,基本的には外来診療

であるが,農繁期には往診によるサーヒス･村民保健のための回診も行われているO

質問票の回答では郷村医生による家庭訪問の事例は少ないもの2),｢保健･衛生に関する

指導を受けたことがありますか｣という設問に対する回答は,全員肯定の回答が得られてい

るo

今後の郷村医生に対する希望は,

訪問回数をふやして欲しい 6

薬を十分与えて欲しい 1

もっと十分な医療処置をして欲しい 9

丁寧な保健指導 (医療相談)をして欲しい 9

という結果であり,郷村医生に対してはさらに医療サービスの充実と質的な向上が望まれて

いる｡

3 農村部 (成都市部県花園鎮)

(1) 花園鎮概況

中国農村部で万元戸が出現するようになった報道がなされてからすでに久しい｡1978年以

降の新しい経済政策によって,自由市場の設立を認める一方,農村部において請負生産制を

導入し,その他の部門においても個体戸経営を導入して.個人の事業努力を最大限発揮させ

る経済政策が取られたためである｡ このような個人事業の成功者による万元戸の出現ととも

に,郷.鏡,村など末端自治体の自主経営による ｢郷鎮企業｣と呼ばれる,独立採算の集団
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企業によっても万元郷とか万元戸といわれる農札 農民が出現している｡中国のこれまでの

所得水準が低かったことや最近でもり＼当たり国民所得が約800元であることを思えば,所得

が 1万元を超す農家が次々に出現することには驚きを覚える｡

今回の調査地区である郎県花園鋲は,成都市から約30kmにある純農村であり,上記のよう

な万元戸が多いO花園鏡は16の行政札 106の村民グループにより構成されている｡総人口は

20,296人であり,総世帯数5,484世乱 l世帯当たりの平均数は37人である｡人 口密度 は

922人/kTBであり,すでに述べた四川省全体および矧け盆地全体の人口密度より若干高いO

(2) 計画生育 ･母子保健の実状

1987年の花園鎖における人口動態は出生数318人 死亡数137人であり,普通出生率,普通

死亡率はそれぞれ.15.7%0,6.8%Dであるo人口増加数は181人,自然増加率は8,9%.である.

花園鏡における生育適齢期人口は3,948人であり,その中で避妊を実行しているのは908%0,

3,586人である｡避妊方法の内訳は下記に示す通りである｡

男子不妊手術●i.233人

女子不妊手術 67人

I U D 2,174人

コンドーム･ 84人

そ の 他● 28人

(出所)花園鎮計画生育宣伝技術サ-ビス･ステーションにおける聴取

花園鏡で行った10世帯の標本調査によれば,避妊方法は,男子不妊手術が3件,女子不妊

手術が1#,lUDが5粍 コンドームがl件であり,花園鎮全体とほほ同じ動向を示して

いる｡IUDとコンドームの選択理由は,それぞれ方法が簡単であることが挙げられている｡

避妊方法として,IUDとコンドームを選択している世帯が,l人っ子世帯であるのに対し,

不妊手術を選択した世帯の子供数は2-3人であり,その選択理由は避妊として完全である

ことが挙げられている｡

計画生育の実施は,計画生育宣伝技術サーヒス.ステーションを通して行われている｡同

様の施設は四川省全体でl,700カ所ある｡花園鎮計画生育宣伝技術サービス･ステ-ションは

3人の轍員が勤務しており,そのすへての噴種は郷村医生である｡サービス･ステ-ション

責任者のプロフィールについてはすでに第4章で詳述した通りである｡主な仕事は計画生育

に関する宣伝教育,避妊具,避妊薬等の管理と配布および訓練である｡宣伝教育は,有線放送,
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スライト,ポスター,壁新聞等を通して婚姻法,計画生育政策,避妊知識についての意識の普

及を行っているO花園鎮サーヒス･ステ-ションではEq瞭協力事業団からの技術供与による

スライドプロジェクタ-が使用されている.また, ここでの訓練は計画生育サービス員の能

率と質を高めることを目的とし,優生優育,避妊について,月1回,lE]コースの訓練が行

われている｡計画生育に関するサーヒスとともに母子保健に関するサ-ビスも行われており,

妊産婦検診,子供の検診,IUDの挿入も行っている｡

医療サーヒスに関して,今回実施した訪問調査結果を考察してみよう｡他の2つの地域と

異なり,純農村地域である花園鏡においては職場を通じての医療サービスはなく,その意味

においては医療分野における稀村医生および計画生育宣伝員の果たす役割は大きい｡産前･

産後の検診および予防接種についても城市,郊外区においては刊行物を通しての情報入手が

大きな位置を占めていたのに, ここでは宣伝員6,友人2,父母2と,口コミによる情報伝達

の占める比率が高くなっている｡郷村医生の巡回による医療サービスへの期待も大きく,｢訪

問回数をふやして欲しい｣とするもの4件,rもっと十分な医療処置をして欲しい｣とする

もの6件等,診療機会の増加および質的向上を求める要望がでているo

(3) 万元戸の形成と計画生育

(9 万元声における計画生育の受けとめ方

花園鏡にある方元戸農家の多くは.花井園芸.果物,野菜など.それぞれの分野でいわゆ

る高級品,新種と呼ばれる商品の開発を行って成功している人々である｡現地調査でインタ

ビューを行った農家もその例であった｡まず,初めの農家は夫婦に,息子夫婦と孫 1人 お

よび娘 り＼の6人家族である｡今年52歳になる主人は小学校卒で郷鎮企業の1つの紡績工場

の工場長である｡そして工場勤務とともに家での植木業を兼業している｡人民公社時代は生

産大隊の責任者であった｡植木業の方は,後継の息子が請負生産として従事しており,自分

もそれを手伝っているo現在の土地に50年以上住んでいるか,これまでには色々なことがあ

った｡数年前に1人息子が結婚し,個体戸でファ ッション洋裁をしていた嫁がきてくれた｡

嫁は,自分で貯めたお金で,ベヅ卜,タンス,テレビ,洗濯機,食器,寝具など現代商品を

たくさんもって嫁入りした｡主人の場合の計画生育は,年齢的に1960年代の政策の下にあり.

男lA,女3人の4人の子供をもうけた乱 主人が不妊手術を受けた｡当時は生産大隊の責

任者であったし,理想子供数を得られたのでためらいはなかったO後遺症もとくになく,事

業の成功と,子孫が後々を継いでくれるので安心している｡息子夫婦は男24歳女22歳で結婚

し,1歳の男の子がいる｡今の時代では1人っ子でよいと思っている｡
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また,もう1人インタヒュ-を行った農家の事例を紹介すると,植木専業農家で個体戸経

鷲 (請負農業)を行っている｡家族は夫婦に17歳と15歳になる2人の女の子との4人家族で

ある｡主人は中学校卒で,人民公社時代には生産大隊の幹部であった｡1981年に植木の請負

生産を始め,畑3.5ムーを村から請負った.請負代金は年間iムー当たり600元 (合言i2.loo克)

であったが,1981年から84年まで代金を納入して.その後は納入しなくてもよくなった｡

1984年10月に,借金をすることなく,努力して貯蓄した3万元で,現在の豪邸を新築した

(我々は初め,レストランへ案内されたのかと思ったほどの豪邸であった)｡現在新築すると

10万元くらいの建築費がかかるといわれる｡花井園芸の分野は, この地方の普通の木だと価

格も安いし,す(.競争相手が出るため,主人は大連の中等農業学校で勉強するとともに,自

分で花の本を買ってずい分勉強したO当時,環境,緑化問題が起こっていたし,生活が向上

するにつれて花井園芸部門は大きくなると考えてたo現在,成都市の大企業に納品するも

のが大部分になっており,商品の品質,新種開発でたれにも負けない自信を持っている｡主

人は,政府から｢勤労致富光栄｣表賞状をはじめとするいくつかの裳状をもらっており,万

元戸の中でも模範的な農家となっている｡計画生育では,今の時代はそれでよいと患ってお

り,子供の将来は自分で選択させたいと考えている｡

(参 万元戸の新しい課題

このように-農村における万元戸の形成は,新しい経済政策の下に,いち早く時代を先取

りして,事業を経営する層から多出している｡その人達は,政府の政策を積極的に受けとめ

て実行すれば,努力の成果が実際に得られていることに自信をつけている｡そして,計画生

育政策もそのような政府政策の 1つとして受けとめられている｡請負生産や個体戸経営にお

いて,労働力不足は季節的な賃労働を雇用すれば足ることであり,必ずしも家族内労働力

(とくに男子労働力)がなければならないという考え方はとられていなかった｡一般的には,

家族内労働力の寡多が,請負生産の生産力に影脅し,第2子や男の子を欲しがることになる

といわれるが,別の解決方法もあることを示唆している｡しかし,個人に富の蓄積ができる

と,事業努力が高まると同時に,財産をだれに相続させるかという新しい問題も出てくるo

また,これまでの親の世代は,大変な苦労をして,努力して万元戸になった｡しかし,万元

戸の子孫は生まれながらに豊かな環境で育つことになる｡そこで親子関係の新しい姿,子供

自体の新しい考え方が,世代間の時代的摩擦を生じる原因となるのではないかと思われる｡
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4 国営企業

日) 体系的コミュニティーを構成する国営企業 一 四川第一綿紡織印染廠

中国の国営企業においては就業者の出産から老後まで,医療,教育,労軌 政治参加にわ

たり, lつのコミュニティーが形成されている｡今回の調査時に訪問した四川第-綿紡耗印

染麻は総職員15.000人を擁する国営企業であり,教育,計画生育,医療,保健に関して体系

的サ-ビスが実施されているO

四川第一綿紡績印娘 は1958年に設立され,紡績機は2,400色 年間の染色量は制服にして30

万枚分.14,500万メートルの生産規模を擁している｡生産設備は国産横械の他,イタリア艶

スイス製,日本製なとの機械を入れているO扱っている製品の種類は綿織物と合成紙経であ

り,企業内には綿紡績,化紙紡績,およびそれぞれの染色用として,本社工場と5支社工場

がある｡1987年の国庫納入金は5,420万元である｡

前述したように総職員は15.000人であり,このうち紡績および染色部門には12,000人おり,

他の3,000人は関連企業部門の役員であるO女子就業者比率は高く,全体の60%以上を占めて

いるO勤務体制は3交替制がとられており,早班は8-00-16130.中班は16:30-1:OD,

晩班はl:00-8･00の就業時間に区分され,夜勤については交通機関が提供されている｡

これらの正職員は,それぞれの所属する工場の住所地に住民登録をしており,本社工場の

ある成都市東城区には3-000人が,そして郊外区にある5つの支社工場の住所地には12,000人

が住民登録を行っている｡通勤者も.自宅ではなく,工場の住所地に住民登録をしている｡

工場の職員は工場の立地する各地区の人民代表議会に代表を送っており.さらに,中央の全

国人民代表議会へも,企業として1人の代表を送ることができる｡当国営企業の発足は,

1958年であるが,すでに根子2代にわたって勤務している人も多く.中には3世代で勤務し

ている人もいる｡定年退職者は1,600人に達しており,国家の規定に従って当企業から年金を

受けている｡年金は人枚時が1949年10月lEほ での人は100%,1952年1月1日までの人は95

%-それ以降の人は75%であるO定年退職者は,定年後も企業内住宅に住めることになって

いる｡しかし,当企業としての住宅供給能力は約3,000戸しかないため,勤続年数の長い労働

者および人数の多い家族を優先して入居させている｡

当国営企業内には幼稚園から大学までの教育部門.病院部門,テパート部門,映画館部門,

-66-



職員住宅部門,自由市場部門,その他職員の生病に関わるほとんどすへての分野をカバーす

る事業部門が設けられているO以下ではそのシステムの l事例として計画生育および母子保

健の実態について説明することとする｡

(2)計画生育 ･母子保健の実態

① 計画生育の組織

計画生育の実施については,3人の幹部からなる本部計画生育委員会 (これらの幹部は公

務員で政府から給与が出ている)と,その下部機構としての5つの支社に計画生育委員会分

会が設置されている｡さらに,支社内各ワークショップことに計画生育グループが置かれ,

ワークショップ内の班ことに計画生育委員が配属されている｡ これらの国営企業内計画生育

委員会組鰍 こ加えて,労働組合の女工部が,計画生育委員会の各段階の組毒掛こ参加している｡

また.昨年 (1987年)から,企業内には退職者なども加入した計画生育協会が設立され.任

意民間団体の形で計画生育委員会と補完的宿動を行い,宣伝教育に貢献しているO企業内計

画生育委員会は,国家政策の行政的実施組織であり.協会は大衆の下からの自主的運動粗雑

であるO協会設立後はこの点の機能分化が明確になったO

(参 計画生育の実情

現在企業内の再生産年齢の女子人口は7.300人であり､その内,生育能力のある人口は5.093

人である｡1987年の出生数は302人である｡計画生育率 (家族計画実行比率/生育能力のある

人)は100%である｡避妊実行率は離婚者,死恥 不妊者がいるため,99｡73%である｡避妊方

法別人口は下記に示す通りである｡

TUD i,ZOO人

男子不妊手術 69人

女子不妊手術 542人

ピル 549人

コンドーム 2,160人

その他 4JJOO人

(出所)四川第一線紡絞印染奴計画生育弁公室における聴取

上記の避妊方法別の人口比率はすでに紹介した四川省全楓 市区,郊外区,農村部の傾向

と若干異なり,コソド-ムの比率が高くなっているoNr.場内では勤務時間中の労働が激し

く.IUDは脱落の可能性がある｡したがって,他の地域の事例と比べるとその利用率が
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低くなっている｡不妊手術を実行している女子で子供か1人のものは25-6人であるが,

不妊手術実行者の多くは第2子出生の後,手術を行っている｡ピルについては勤務体制

がシフト制のため夫婦の会う時間が少ないため,避妊方法としての簡便さから,ピルより

コンドームの方が好まれている｡避妊に失敗した場合は人工妊娠中絶が行われており,そ

の割合は0.9%であるo l人っ子世帯で1人っ子証を持っている人は100%であるO

@ 母子保健の実状

女子就業率が高いため.女子就業者の労働環境の保護は重要な課題であるO労働の保護に

関しては.①月経期,㊥妊娠期,㊥分娩期,④授乳期,㊥更年期のそれぞれについて行われ

ている｡月経期については生理休唱は原則的にはないが重症の場合は休暇をとることが可能

であり,その場合は給与が保障されている｡産前･産後の検診は工場内の付属施設で行われ

ている｡産休は3カ月あるが,厳しい労働事情を考慮し,7カ月目から軽労働に配置転換す

るなどの労働調整が行われている｡分娩前の休唱はl退間である｡授乳期には産休後の3-

8カ月の間は毎日1時間ずつ2軌 8カ月以降は毎日ユ回の授乳のための時間休暇をとるこ

とができる｡

企業に付南する保育園では生後6カ月未満から入園が可能である. ここでは120.人の織員

が従事しており,26クラスに分かれ子供の保育にあたっている｡予防接種等の子供の保健に

関するサーヒスも保育園を通じて行われており, ここでの予防接種率は100%である｡

(3)企業コミュニティーの限界

このように四川第一綿紡織印染厳は就業名の出産から老後まで,医嵐 教育.労働,ショ

ッピンク,レジャー,政治参加など普通の市民生活のほとんとの分野にわたって生活の場を提

供し,1つの地域社会に相当する企業コミュニティーを形成していることがわかる｡いわば,

成都市という都市コミュニティーの中のもう1つの体系的なコミュニティーが存在している

のである｡企業の職員は,地方自治休の一市民として把握される以上に,国営企業の職員-

市民として把握されているO前に説明した五塊石村の通勤者のように,当企業への通勤者は

家族と同じ住民登録をしているのではなく,工場の住所地に住民登録を行い.市民としての

政治参加は主として企業内で行う｡職員の社会福祉は企業が用意しており,日常の買い物,

食事.レジャーなとも企業が用意している｡

しかし,このような体系的な1つのコミュニティ-を形成しているだ引1悌-綿紡織印染版

のコミュニティーも,いくつかの重要な問題を抱えている｡それは,まず,①1958年設立以
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莱,勤続年数の長い職員か多くなり.高齢化による賃金コストが高まっていることである｡

次に,㊥現在1,600人の定年退職者がいるが,今後その数は急増し,年金資金の負担が高まる

ことであるoさらに,④吸員住宅は約3.000戸しかなく,すへての職員に自社の住宅を確保す

ることが困難なことであるOまた,新しい問題として,④最近の新経済政策の下で,企業の

自主性が強化され,独立採算制が薄まると同時に,企業間競争が高まることになる｡そのた

め,競争力強化のために生産設備の改善や新商品開発に力を入れlj:ければならず.投資資金

が増加し,経営を圧迫する｡そして,㊥近年の全般的な生活水準の向上により,職員の要求

が多様化するとともに高級化しつつあり,福利厚生部門,商業.サービス部門,社会福祉部

門などにおいて,小企業として十分な対応かしにくくなってくる,なとの問題である｡

したがって,これまで最低限の衣･金･住を保障するために,大きな役割を果たしてきた

体系的かつ集約的な国営企業コミュニティーは,競争原理の導入と,国民生活の向上と多様

化の中で,変化を強いられている｡新しい時代に対応した,新しい企業社会のあり方を求め

なければtj:らない時期を迎えていると思われる｡
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第 6章 国際協力の可能性

中国の近代化は先進諸国の経験にもみられない異例的な速度で進んでいる｡とくに,1979

年に, "夫婦あたり子供は 1人′といった人類史上例のない人口政策が採用されると同時に

他方では ≠生産請負制kという政治 ･経済制度の基礎にかかわる新経済体制が実施されるこ

とになったo出生率,死亡率ともに先進諸国の水準にいっきよに接近するという人口転換が

達成されようとしている｡

日本においても.第2次大戦後経済的破綻と極端な窮乏の中でめさましい人口転換が実現

されていった｡日本の人口転換も先進国の経験にみられなかった速度の早いものであったが,

中国のそれはE]本の経験をさらに上回る画期的な速度をもった人口転換であるO

このような出生*,死亡率の激落,人口増加率の著しい低下が,経済的.社会的開発のお

くれをとり戻し,近代化を加速化する牽引力となることが期待される｡

しかし,他方において急速な社会弧 経済的変動と人口再生産行動との間に矛盾と不均衡

といった不適応の問題があらわれてくることも避けがたいであろう｡

四川省政府の各部鼠 とくに計画生育委員会ならびに末端の行政機関,さらにまた多くの

人民の方々との接触を通じて得られた情報を基礎として,若干の問題点を指摘し,国際的協

力の可能性について述べておこう｡

もっとも重要な点は,今回の四川省を対象とする調査研究に対する中国側の反応である｡

中国側はきわめて積極的な協力態度を示し,日中共同研究といった日本側の基本的思考を理

解し,あるいは日本についての憎軌 経験に対する強い関心をもっていた｡とくに,実地掴

査前にあらかじめ依頼しておいたアンケート調査については,我々の到着前にすでに調査が

完了していたということで中国側の真剣な対応を理解することができた｡国際協力による人

口分野の調査研乳 とくに日本の援助による人口学的,人口政策的研究は十分に可能であり,
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また中国側の強く期待している点であるOそこで,若干国際協力による異体的な研究課題を

示しておこう｡

1. 家族の変動の実態に関する紙査研究

中国の家族は,出生率の抑制,死亡率の改善のみならず.新経済体制,都市化の激動の中

で大きく変化しようとしているO家族あるいは世帯の変化は.社会,経済,人口の諸変数の

結節点として重大な意義をもっている｡

2 人口移動の動向に関する璃査研究

農業の近代化 (生産性の上昇),農民l人当たりの耕作地の激減は.農村において1倍を越

える余剰労働力人口をもたらしたo農業労働力人口の非農業部門,都市への転出を不可避た

らしめるに至った｡現状ならびに労働力人口の再配分対策についての調査研究は緊急を要す

る課題である｡

3.乳児死亡率改善対策の調査研究

普通死亡率のめざましい改善にもかかわらず,乳幼児死亡率,とくに乳児死亡率はなお改

善の余地が多く残されているO乳児死亡率の改善は一時的にはそれだけ人口増加を促すこと

になるが,他方において出生率低下を加速化する重要な要因でもあることに留意する必要が

あろうO四川省全体の乳児死亡率は365(出生数1,000に対し)であるO成都市では27.0であ

るが,農村部では約40と高く,郡市,農村間の格差は大きい｡日本の乳児死亡率は5.0(1987)

で世界最低であり,四川省は日本の7倍以上の高率である｡日本の乳児死亡改善についての

経験は,中国の乳児死亡改善に対するもっとも適切な先例として貢献が可能である｡

4. 出生力の地域格差改善に関する調査研究

四川省は平地 丘陵楓 山間部に分かれており,さらに少数民族をかかえ,出生率格差も

大きい｡計画生育活動においてめさましい成果をあげてはいるが.なおいっそうの効果をあ

げるためには,この地域格差や少数民族対策を線化することが必要になってくる｡このよう

な出生力格差についての要因と対策についての詞各 研究が望まれる0

5.高齢化の現状と対策に関する調査研究

四川省の65歳以上人口が総人口に占める割合はなお4.7%(lqR2)であって,全国水準の49

72-



%とあまり差がないoLかし.出生カコントロールのめさましい成功は,人口高齢化の速度

を加速化することとなる｡とくに,60歳以上人口の扶養問題について現状の調査分析が望ま

れる｡

中国人口の高齢化問題の研究は,国連人口基金の援軌 日本側専門家の協力の下に1985年

以降5年計画で行われているが,1990年以降第2次5ケ年計画による共同研究の実施も可能

となっており.人口の分野における日中共同研究はさらにいっそう拡大強化されることが切

望される｡
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第 7章 調査団メンバ-および日程

国内検討委員会 (現地調査団メンバーを含む)

黒 田 俊 夫

鷲 尾 宏 明

早 瀬 保 子

広 瀬 次 雄

遠 藤 正 昭

西 川 由比子

日本大学人口研究所名誉所長 (現地調査団長)

アジア経済研究所経済協力調査室研究主任 (現地調査団員)

アジア経済研究所統計部主任

財団法人アジア人口･開発協会事務局長

財団法人アジア人口･開発協会業務課長

財団法人アジア人ロ･開発擁会研究員 (現地調査団員)

調査協力者

日本大使館

一 等 書 記 官 足 利 聖 治

国家計画生育委員会

大 臣 彰 楓 雲

副 大 臣 彰 玉

外 事'局 副 局 長 董 玉 呂

外 事 局 副 局 長 黄 宝 研

弁公庁政策研究室副主任 彰 志 良

宣 伝 教 育 司 副 司 長 沈 国 祥
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外事局対外連絡処副処長 王 湘 瑛

外 事 局 対 外 連 絡 処 丁 小 嶋

国家統計局人口統計部

副 司 長 沈 益 民

中国社会科学院人口研究所

副 所 長 沙 吉 才

研 究 員 王 向 明

人口 ･経済研究竜主任 李 辰

編 集 部 主 任 楊 子 慧

副 研 究 員 王 維 志

中国人口情報センター

副 所 長 張 法 瑛

プロジェク ト･チー フ 李 艶 秋

四川省計画生育委員会

圭

主

主

重

訳

公

副

弁

翻

獣

道

祐

艶

明

夫

碍

睡

謝

謝

楊

任

任

任

侠

成都市計画生育委員会

副 主 任 周 平

弁 公 室 職 員 謝 国 君

四川省衛生庁

庁 長 懇 大 童

医 政 処 張 徳 孝
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母 子 保 健 処 劉 王 威

外 事 処 鵡 希 傑

成都計画生育室伝教育センター

主 任 李 桂 久

四川省統計局

副 主

副 主

主 任 科

副 主 任 科

四川大学人口研究所

別 所

副 所

副 研 究

馴 致

成都市母子保健病院

院

副

弁 主

院

宣公

蒙

生

員

斌

啓

培

東

羅

張

馬

栴

任

任

員

員

敏

金

董

玉

賢

承

学

秀

程

何

趨

叶

長

兵

員

授

清

成

宿

敵

暁

鳴

魯

郭

徐

最

長

任

成都市軸県

郷県計画生育委員会副主任 陳 世 芳

花園鎮言1画生育サービスステ-ション主任 厳 崇 英

花 園 鎮 副 鎮 長 王 清 秀

成都市金午区

洞 子 口 郷 削 郷 長 英 尚 福

洞子口郷計画生育委員全科員 李 文 慶
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克 塊 石 村 村 長 許 太 林

rL塊石村母子保健主任 ･計画生育委員全科員兼務 通 学 藍

四川第-綿紡績印染廠

副 厳 島 呉 索 琴

衛 生 科 科 長 李 紹 章

計画生育弁 公 室担 当 劉 淑 慧

付 属 保 育 園 同 長 易 雪 痕

-78-



調 査 日 程

調 査 概 要

期間 ･昭和63年7月28日～8月10日

7月28日 (木)

7月29日 (金)

7月30日(土)

7月3iEl(El)

8月1日 (月)

8月2日 (火)

8月3日 (水)

8月4El(木)

8月5日 (金)

成田 - 北京 (JL781 10'00 14:15)

日本大使館表敬

国家計画生育委員会 ･調査概要協議

中国社会科学院人口研究所(中国人口研究動向･プロジェクトについての説明)

北京人口情報センター視察

北京 一 成都 移動

凹川省計画生育委員会調査概要協鼠 四川省/成郡市概要説明

四川省･衛生庁 (人口,疾病,母子保健に関する聴取)

四川省統計局センサス弁公室 (四Jll̂ ロセンサスについての説明)

四川大学人口研究所 (人口研究についての討議)

成都市西城区世帯訪問調査,成都市内母子保健病院見学

成都市部県花園鎮計画生育サーヒスステーション見学

花園鎮世帯訪問調査

成都市金牛区潤子口郷五塊石札 村長,母子保健･計画生育政策主任から

人口,母子保健･計画生育に関する聴取

五塊石村衛生所見学,世帯訪問調査

四川第一綿紡績印染廠訪問

計画生育弁公亀 付属保育園訪問
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調 査 概 要

8月7日 (日)

8月8H (刀)

8月9日 (火)

8月10日 (7k)

成郁宣伝教育センタ-視察

矧FE省計画生育委員会調査内容検討

調査票結果検討

成都 - 北京 移動

国家統計局統計部 (1987年標本調査についての説明)

日本大使館報告

国家計画生育委員会,最終協議 ･報告

北京 -, 成田 (CA985 10:20 16:25)
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第8章 参 考 資 料
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はUJとLで.U史的.攻h(.少iE.fAH.ItYf皇三人JjLL/JIIILFJ

r1.--,--■

rlニVIL/-ノバこ2人i山 L/Aい軌の lL't'かいて.紋の:-ノJCこり

Fとt.//lい/-LLとさ.

Ci)tJとの ■̂仏日iとAdhlL/=1_I)にil川IL/上火FJの JJに Fir
I./JLI人 L/J･い i.批vJ- JJl=tJlどt.JJ'l人 1,日/-いとさ.

抽 1鋲 (も▲姓人岳一枚羽のRLf)Li･JJの 古は人IL1枚JtJは.Jl的Hll 折ll糸 (h ～づLH'iiのL千91)Lth穀Mv)爪 tL糸 机 ')九 ･的IO糸

血二L什q川一叫tiiLtLL.1･糸朗の2JH心1こyllliI.1-/+けILIL{I I/J以Ii三l二Ji:JIL.WLi'/VJ山J汝.を1〟LIとさ.人IJ収JJ/Jりn/lL

L,JJい. NlAtのIE曲目1血 l治郎L､◆lVJ番tEt つりl_の ら.LII'血JIゆIlこ山lJ'

t恭畔r■Jt,1枚yilこJっ-(tのl放伐 t51日 一も.

AH榊 tl削 Iit..I.L'lIJilヾ虫lIiHi.連出,+かlJA:iiZEL.‖ 第3革 股生.蛙丙と産児制限lB管

H S弟 (Jf阿山鹿の甘JJ)旭 JJの 各は JC払LJIL'hユ炎It会はXE醐山

脇工nlのil_甘即日で人 も.叫lLA)人lLLL女JltともnllllJi血1川 り叫
のJI娘illlJ乳酪rlIH. 也111咋 t廿日 とやは地は二IIIのJl的HILRlJ-ttl

に叫ILこt I,つ.

kりA tlL

弟2革 晩婚と晩産.産児制限 の州 t!欠的.

始6象 (枚は.映iiiの炎助)蛇htとdtJ加tは糾 し. ftuJJす る. てい もiJJJl

とい う.

h 7月.(l人 ->うーの11軌)

uJ上)地位ttV)lA州机rllYl.iXIJ=tI
rJi-.血人心in,L､出vJ玖机には少し

も.1てl=仰l止L/JI,UHL.Allui

.3i7flLiV)如上tiと玖企ill■J止Jも.

.公t右目とHIEI也JIu川ミHll夕日JDIIil三AVHl

vl肋粥 一いJLTJqJ郎柑 YUJr.iJJLさLLも.
■lll＼HLL4J{L▲l÷lL.JLL_lJH-AlltJI

ら文Ih～JIも.

h l6JL l.ulll■.1･-JJnJさl

nJ山lLE人L')二時 に .f-ICLll岨Hl血/JEJIL･1i

llEulu lに川虫rJもLの.

① 見目 人IJIこ14r火の址汀Lの うt,.-人1こしカー上仙tlt･ノJIJl/-

い とさ.

伍)JIH人目に的 I火IJの一 JJ/J'二代以 Il=LLって)//Jt人っ

fてJ'もとと.

lハlて吻 fFLffElt父け もこと/Jlてさも.

群17森 (Ri火iLWlHLEEilE=J:もF斗滋にJIT

.'IIAr.IHIIl=r7Lu･HtLl'llLi.▲一リILlu

AtLlit/JJlhはさLtltとさ. そのE(L叫朋州 ■E

,LllHとの牡化

山1yJt父り.

IL.JVllLr-1Jこ

hILll.')JIJl
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耗Ll章 災鮎と処罰

Ml8ih (晩伯,峡題のit助)公1万11と柑IllJn lのqLl11JJJHl̀

鵜の牧11分幽 r;で. 火lZi秋-JJ/Jl収州の穀PHこnJL.L-LJ_とと.

▲ハ uqlrbHHllllJr■'ILt. 1LHr回.'り∴hlllll･.ll.AIIH

rhlJL'-JL'UlJHhlLlll Jr,.JllllA-Hll JLEふJ■l.-1りtltLJ.JI

Llt州 l･1}LJJI拡IlのJJillIさIL.そVJ鞍lqlとは･JIJJliEtl'E.Jhddllt
曲負目iIと抗IIIIiけl二より馴-ji!さJLも.

RL14 LLl山 りLJL=gllL4 -JH.PLHH nLIItl川川4日･u Ll･

の仙'irrもLLLj払ltquにJAIL,2U 古八もIjL/J･.JリJu I

u.如11q').JrLJS.ftq'Jllとい こLil /JHJえらLLIJIILLl
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JIH人rHこt4Iもt.L')/J'喰底 を一
拍t691約 七地内tl もことJJlてさも.

耗19糸 目 人 っ子LZの允は)!1ー仙l

いて.tlIt′HdjLL/JI

lこ111.ll(わ11人l

人 っ子虻tJtl.'rlも.

群25轟 くl人 っ子IZの伯】事

JLEJJA:V川主Hl H-Cn2filhJ少し/_i

IS日付IlさJI. )八一ノJ,

(こ仇日仏.｣､仇 LI_とき.ヰ二才HvJ肌21.

■t.1●■ HtLuh lヾIIlrL-1■J4･IH

llと粒iIh人ll M糾 tlJL'人Lt.

如2liFE

I.FHJ.

I人-′/朗 と止的 L′､l人っイ

JS)dlL糸ml滋.1nll二は JH も人

JプJWlもILllLIJ一るいり IIAVJ1ilArJL～lJJ
HlrnL).JL⊥lJl. tll,･L'Jl!lA･,I

がI)に IJf朋･Jtlll皇JuA Jも.

Q)1人･-'lldt叉VtL1_lJ∫JJl人っ子/JrJAJL収にr+aiで. J以氾払繊iHfJV)中仙 ー̀LLLlit'L=VJJ'るYH二F寸して日.ruJ虫城

山lH 入っ-1はLHYとして 571:/J一丈い さtLも.i:lLFのrlF的ILLLと 〉Lrlこよ り地相 ,も｡

/J'1160% J'っlHllIも. )人っ-fJ与̀l玉1日 ,'Jltntと払 いAIl n27糸 (頓W.るLhのitJl)nlも川dtHIJfiと出拐人目をEy仏
のbul.qIJlAq･LHu ltr/J-LLr.{･JじrLLJIIu'l･'･[ヾ｣･tLAJ'tPl二1-I It.U.L≠lltI.い ･. Jい ･lJt･HL..･･I,hい:I■JJl山.･uJ.I
文机 きILも.LIII人川 こuribJお合川,卿 )tltLi血Lhい .り叫 仰のilJh/JJ払11壬UJ.ltJもい′'LJ. 1さrAta的/JH ･l･小人hlJulL
tL̂ )llの叫f]1な鵜川dJのTi･Ht血か らji:JIIさLL. 1人っ f41人が Mltz･Lt竹IIL̀蝿糾#(tIJl_(hL処的'1 も.そLt/J'k!DlLまIAlA-l

,/ty)もへとlL‖LILpIGL'‖■L女の【削 uJl九l'nきILも.tM ▲とLIIVJitta i.とより . ･JlJSも川/IEJド i

Lて いfJいrIJ<VJJ止1㌢川.JluTMl庇いlYか ん山 川さLlも.伽Irl 的28み (女の 1 とヤ4,日tLEo
とnの少J人的 I史 Ylの l人っイf'11山川.).E刈J4LJも舶-'i!.=lI) Iliて. llJRH u,iL.久vJl

姐JWJも. 山川 lもこ とまJ.I1Jも. I

llIL.U■lli.

久の (irlTHiL. 久の Ti
J女U)IILlh81L/Jtl叫 i

IIvJ-/JIJ一-Jl_とき,川批

iHI,18JIV)LAfr(. I人-,;illty.かILH心的lこh三吐 きtLも. りnl女旭分JJHJjth日も.そIlかJLiW tJAJ人lもとと.I.lu､凶

Q)凶帥-の 攻は.1¥BZ1女L亡r-とvJlILlくり.HlfyvJ丸EllでIl lRL/I.I).1二上りJMlり11ri▲壬lA rも.

1人 ,?lh一触外二的にh'IgさILも. 仲介U.に舶H IJ/クi叫 rことlI.tlLlも.jiイIlJl=一日Arり

れ221中 (工作jK.}位･＼の消桝)ltLi川l･ゞLlnl_JJいてLYtaJl /I/tH lこ とに1'JmJ_J代人Il如てiiHkさLL.bLRlJL.uJ の n

tAl.'ttJltY/こJJLfvと仙人にIl.地ノJV)みい人はIi付tのLuASdiLr-J 血か推せ LJIも.*llLIV〉L,vHニ11.かIをJAlqlrも.人ilドルuE
に 上IJソ<11と収はIIJ'LJえらLIも.ヰ二糸CIUUJ地 培vJSAはl=I〉y)rJ まLJA. J,Lいり IL/..u/_I.PIH. LLJu.粒仙/J･uE_iIJJ川小n

り Q任f'い ､fJ榊riLには.EL.l岨J'古いJ日 仏の人JヾLiJtfJL=Jt lriJh及Ii.
I可と推IIIyIJJえらLL.桝以 i与り/_i没LtLtぬ 1_i,LLも. n29発 く処M )LI,ll

的23糸 目,EqタHjl過 LLEiq-のuAl可)rlllllll.L.j日出け一のす #ilO耗 (処IqO)1I正 Itrn

とL,i )人LJl一山川J如 し/_とと.1日良Iの JH′.L'7L州 Ii.LJl▲LHLL城 n3i舟 (旨】′ittITLL)のILI井)(帖)

lYとして火柏収 JJのIl血J.古いはflL叫の)11%からrU%色格収 T
ち.そ叫urHJBOO'Cを1.糾 って日,.i,,.い.んLl･糸粥の耶 約5革 付則
8れ 机 9糸.机IU糸VJ収k'lこ1-I.h･hL/_Q)F'.LLl山Jh血L M3～舟 (少山t<は白.tJ州.料.山林でのIICI4)少払Jヾul川.州

/_叫介に.1.朽lQlさILも1セルHIBO)～.tTEIJlっ(JJ/Ai′/+い. tlthL小vJ人hHttJ.人il仇伽衣

日払桝 LJJ出川Glt拙 り也1 十日こlJL'くけ.LiL心.'ll･甘州 tItYLl†け ち. 相のtni〉̀にLh/Jと▲瓜r川ll札

別納 シーの相打 tLr_tJのIl.仙LrJtlJrl小1 1･JJ.刈k収 JJか I' し.'6人卜!代人人iLf.t蛸LIIl

れ2O小 一LjU7亡V)山地 1川AILltと粒Jilさ八も,It似 t小 JLL/1と 約33轟 くヰこ射 11の災1ラ)い為)

M34轟 く不束uJLIJlも行 目 とIfり又定)(■751

日川1人細別)

若林敬子､r中国の少数民族人口開度を操も妓㊤｣､

r広領域赦育J(広領域赦育研究会､NO3t､q叫63年｡)
よ り転鼓
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洞窒素 (机り省)
(12)r-2.Lr･二T-メ)Il恰1'r三15一/I0_li'ノnTJ:ノミ!]≡)プ5J刈13'リ

1.桝茄旺恥 】,娘がfIFE 2.秒l仰E三 31l H

2,LJ. LIE:

3.架伽I7.51! (り別女州E 人 (2)タJ一 人 (3)lL¶ ¶人

4.穀fLEJlJ.r7日Il況;

馴′紙火蛾_1L711い す馴Ll己人 FF三:犬

.12

5.9(割りf文LlJrl'JL庁lJt:

.J.∩'lL-I(IIl･II附 け

㈹

収入刺 ;I

JA巧以上M7日帥州りl･･印一llFl)W'ffT･L状SJIB.I的 TjMjilJIYlY.ll削.LLu絹 汀かrF己fIT;5uF')巧m,明大剤FF｡

(,l)lEHk旭; Lf的.2.勿IJ.3.llJIJ. lJr71JJ.5.阿IJJ 6.til列
(在廷‡713.4.5.6,lTJ.哨弓削tfUF'))由H)

('')州 8美か 1.対札 2.7)朋.3.捌絹.1仰11.5.夕は
(∩)的汀†芸妓: 1.兼上li学.2.兼)_捜学Iurll川汀 .腎rLl,3.末上完小学,

4,小判t,舵,5,!))LEl榊と.6.抑F'I,bit.7.九号E.bJh.

8.JL仙Url7JriJllLtl
(7)Il相 性: 1.11ATfltJLf{.2.朋托此 3胡批Hl,.(lLll純 jt)Jl.多的企Jk

5.†けt,<苦.0.1dt如'●7,rut.H.

(含)帆?Tl工作･; 1,指炎入札 2.は裁けJ'ilJ､札 3,1糊 tL二L作.Jl.Z.人.5.9;9A.:

6淵 rl.7,1宣 !Ei, 8,要i QtEL. 9.苧 出 10.1も粒(削りを与りlJJ

ul:托7州 が､学生と札 lllTuf.輔Lmrr')｣二脚HrĴ

I
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(9111I生 地:円 (A)

09)tTLLIE山.. トI lll

02)円 周 か E･J勺(I)岬在等鳩的丈夫)tiJJもtは)細川 入

相 Ilnll'.r年=:1 I.l･l

Ot)工作中性一同 (†)

oq .LJJllrrI:ll (-1

榊 収入米酢 1.氾lト金( 元日lJ'即コ:脚 ') ‡1

台氾ほfBNJiFLltZ超1.J;C的 2.似t.例 日IUH0日pJJJ

2.6行桁.

3.取持子ほ乳

1.Jui'l

0.紀的汲71rfn尻

(])榊刑flu:
I.lfnrlI.lI: Iト Jl I)

!.Llltllhい 111

川柳叫丈夫rl'川三郎! ぎ/

l.＼lrilrlnlJl■l川IM
肌州1Tltl(

(Ll付与棚

FW日立的占NF'JtjMIJI入

旭 粒( );川I!ヲill

工TtlTMせ(

玖IJrjH3(

吹出 LF.J1 日

)洞(7).i引手1占当的

耶†和人)桐 (机法相旭

当的rJF■州 入(3)タく描出やt長尻1.迅3J夕三ii必

中; 1)jE在失行 21米タ三日2, 適 中ガiか )),Hl糾し 21Itfl肘L 3)臥7P咋

Ltl村ZP約 5はノ畑 8))t他(1ln.1L引fr.uEl?.nr川L..I-IIlhl=トJt',TT.rrll.ln.JlI.̂lJJ､1:

1)社中印紙2)jJ'ほ朽tP

3)tEit滅粥･I)lt 帖Lnrlりrr.rlI■I､rllTClrtlLILLい1日11:

1)2)3)･]1

2



(5)如/IJHホ不タ;IiJYlylu汚在F所l劇相.lt'Jl別l･'

1日7:桝F. 2)秋朋打 .3)不や淀.1日.'LPF;;榊.5)JL.rB(

(6)煎nfiL:汀T的'-n'Jか日 人

(7)7拙fflたこ'rl,k子的な兄:
1)-ケ頂7'妙7, 2)二卜汚i榊f, 3)FujH_bll!l下起Ll.

Jl)凡やT真T･mijl以 5)湖才助ITl約号札 6))も 旭( ).

(3)榊1父g抑留ual当潤すr毎了り7 1)尉ru, 2)不Ja,

(9)弥71TJ上付一十汚す的甲T3恋えTt:

Hn･.ミ､

2)FL奄出Tu朽二MI的恭rl

.7)妙し･不附与宗尉t:.

Ll)1J!心七tF耗人l七井

5Irq机

6)不)lliiL

7.-ElIJIU油 層R刷悶絶子tFF況

l) 山大的iE.柳r脚 (ij:軸しけfj泣Im汚JHIllJ別)

ご)J.tlL'T'E.州.1.q

-1刷y胴はIILi-蟹田EJ戊仙kまい

1.五g1､五対顔( )l大敗 2.21如( )け淵.

3.鳩 ifl ( )は'臥 LL竹内( )批敗,

5.鴇 的 ( )伏臥 0.Ll 内( )吹払

7,‡b 内 ( )状放, 8.那lll邦( )は放.

9.1相.包炎 ( )吹払 10.㍍ 胡( )lk批

日.It rtTt

8.医狩的惣:

(I)iJ也 ;

1)戸脚長j!lB的軌

2)戸舶戸JEi'担丑(Z'jPJiはE:IJll人 2.父nJ 3.⊥1相性 41L臓物 5.呈弼zJn 6.Jt旭

3)如桃栓盃切[&･･ 1.抜院 2.脚的～ 3州也

4)川41切ht'･ t.医院 2.1削上端 3.Jt他

(?) はノアは小JL医17)i
1)何十鹿北経師71捌アi辻砲P朋 11 兄

L 1.JIfJ掛 川 y6,I" LIK.

3
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2)虻肘重森蟻掛 l医抗 21緋tt枯 3.)も他
3)判か相順玉均坊的印刷 )小lり

4)附 iI川 nrJ湘更;1.友人 2.父nJ3.｣▲l川ItJ 1.ZF佃【物 5.即納t 0.州由
5)捌別責付:

1.1L指す帆TBFJJはE,i.叫? U. 不日.

2,YJ;EIJa地力軌TW)はMl7 ( )州M.ifB.

3.1fl肘帥･的Tfは在日姓状平17
l.友人 2父T8 3二日相 性

1.111LL.llh 5.111';･'Jl llHlLIL

LIIlif1代■1日

1,3E･今力止別は 姓_FJLIl.家来切杓叫7 (I)北は (2)発射圭

2射ムーLF,派L)Llk7 ( )lk放

3列幅 址iul.TriiALが117 (I)Tu (2).川 Jtl
4,は文ilbl柁 州 姫 )和 LqB'与7 (I)は安は (2)jf.ほ,;111

5.L長安ii引寸LEg.(J'Jl¥払丑生m守吋すくf)f亮空は 陀).Iこ抜受ilI

71伯湖きりLF比 布予Ll久希yl(ht在弥瞬神州l')けり上脚 .WL次郎可以)

1.両出川加僚Lbtk札

2充分地～121杓,Tl.

3史料那加一完馴'JEnf川砧.

4.秒む､柳川的は帥州別 榔 7(I.

5.3tT也(弓共作堕)

8.Lf.宅状沢.I

I)は宅朋Tl; (り17I茎:ー 的,かl 司り)一光

(2)'客r,可1 1ト 充 11̀)),Y

(3日ht皇; 11､九

(4)印Jか Tl､ブt.

(5)糊席: 外 光 /l払JJ 2日n(】r川lO7iJTr)

iL:(2)､(3).(t)､(5)仰 弓̂lll,制FIL))呈示.

2)177月伽.uEJiM 土柱剛 'J.
(2)二居ヲt:小は.

13)蛸柳 'J,

3) 姐近年代: Lf-

4)政弘咋代; LF

5)給水獄i 1.白楽水 2.絹水(天水) 3.Jr71､ 49拙
5.河水 6.Wf汀l水 7.裁Jと 8兆1也(Jミ≠弓例)

6)lBl酔 1.絶句 2.火u1 3.旭l)'(塊が)

LLt下火が 5.3t旭(lfI川本写明)
(連作は当h').川0翁示)

7)即す: 】.刀,nit 2,石油 3.山甥 Hl窮梢

5.木次 8,本fI 7.才t始りと椎弓机)

(法的丘当札JIK)表示)

4_
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D.安めた壬防状況
(I)家月別女人川棚入)
l)11冶1巾 元(rli企:火 元;_* 元)

2日9別!F'2 元的 汚:夫 元;単 元)

3)108731;: 元(rIは ;犬 一 缶 蛮 元)

(2)与五年-l)川北,体新地的_'ii活1洞交It.:(法科占gJrr'J,JFJ(Hi示)

l)71限り帽的攻乱

2)mt7改札

3)完封L

Jt)flJ71下臥

5)11明朗 ')下臥

(3) 家伯的帥別人配

l)わ相 的Tt光: 爪 先 / 71的FZiJfW 元.

2)m柳'相称･ t.力7放l)L),
2.力丁的湘IJ久Tll'払批

33)了晩IJJ生き占.
JI.カ7非打応化.

5.州由り日を13明I.

(遇的左当lL'),川U7i{,I;)

3)11尤IEl柑: 11､充 / lt的frf.打¶ m l wL,.

4日E'tiu的: 1.幾佃7'･.
こLl'J,rI:I=hiJIJtt.I.Li.

3.詐77后代.

1.州由り川､弓桝)

(捌軍ITu空l約.JllOZミiJ-;)

LlIIIJ'U.IF州､r.1r.)川 仙lてi.汁 ,7:.I.I.rr川｢11日 =
1)T)l醐ll 1.71 2.尤

2)rl'LnJL 171 2.兎

3)11とi托姥 1.1t

Lt)晩か帆 1,ll

5)也はUL lJf

lllrtl.けn 1.～

7日tl崩 1.1J-

8)仰托1三 1.7t

V)災 1; 1.71

10)ド -i; 1ll

ll)小酔4三 1.前

)2)中也的 1.71

13日剛ヒ石油Jち 1.市

14)帥 ?( 1.ll

15) 押 1.初

充

光

天

元

光

尤

光

光

刃

先

光

光

充

りん

2

2

2

2

2

2
2

2

2

2

2

2

.‖｢

.‖｢
-1~~
-HH

‖J
qH｢
.〓■
.11

.日~
･ー~■
_日日
山1
.1-

.I-

..｢

入

大

入

J<

<

入

入

大

入
入

入

入

入

入
入

り

･;

･;
.

I;

n

･;

･S...

I;

･;

I;

･=

n

E

･;

I;



lG)夢l斗

17)El肪

18)旬m弘塙

19)歎TrJ弟ik刑

20)列 地

i}

卜＼

いヽ

J

iJ

年

年

年

年

年

入

入

入

入

人

的

的

約

的

約

3

3

3

3

3

充

充

充

充

充

2

2

2

2

2

有

有

有

市

有

(5)氾帖后JJiは(11服紗

1)測本金. 2)捕帯.

(適作適当乱 川O蓑示)

3)旅松子丸
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